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１章  都営住宅ＢＩＭガイドライン 
 
 

１－１ 目的 

 

Ｂ Ｉ Ｍ （ Building Information Modeling） は、コンピュータ上 に作 成 した３ 次 元 の

形 状 情 報 に加 え、室 等 の名 称 ・ 面 積 、材 料 ・ 部 材 の仕 様 ・ 仕 上 げ等 、建 築 物 の

属 性 情 報 を併 せ持 つ建 物 情 報 モデルを構 築 したものです。建 築 分 野 でＢ Ｉ Ｍ を

活 用 することで、高 品 質 ・ 高 精 度 な建 築 生 産 ・ 維 持 管 理 等 の実 現 や、高 効 率 な

ライフスタイルの実 現 を通 じた生 産 性 の向 上 等 が期 待 されています。 

 

国 では、設 計 業 務 及 び工 事 の品 質 の確 保 及 び事 業 の円 滑 化 を図 り、これらを

通 じて生 産 性 の向 上 に資 することを目 的 にＢ Ｉ Ｍ の活 用 を推 進 することとし、建 築

確 認 においてもＢ Ｉ Ｍ 図 面 審 査 の開 始 が予 定 されるなど、Ｂ Ｉ Ｍ の活 用 は広 がりを

みせています。 

また、設 計 段 階 又 は施 工 段 階 に留 まらず、作 成 されたＢ Ｉ Ｍ データが、維 持 管

理 を含 めた建 築 物 のライフサイクルにおける活 用 が期 待 されています。 

 

東 京 都 住 宅 政 策 本 部 では、都 営 住 宅 建 替 事 業 において、Ｂ Ｉ Ｍ の活 用 を進 め

るため、ガイドラインを作 成 しました。 

本 ガイドラインは、都 営 住 宅 の設 計 業 務 にあたって、設 計 者 に求 めるＢ Ｉ Ｍ モデ

ルの作 成 範 囲 や詳 細 度 、都 が作 成 するＢ Ｉ Ｍ モデルの解 説 を示 すとともに、設

計 ・ 施 工 段 階 におけるＢ Ｉ Ｍ の活 用 例 を掲 載 するなど、都 営 住 宅 建 替 事 業 の円

滑 かつ効 率 的 な実 施 、品 質 の確 保 及 び生 産 性 の向 上 に資 することを目 的 として

います。 

今 後 、Ｂ Ｉ Ｍ の活 用 実 績 を重 ね、適 宜 、ガイドラインの見 直 しを行 っていきま

す。  
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１－２ 用語の定義 

 

本 ガイドラインで使 用 する用 語 の定 義 は、以 下 のとおりです。 

(1) Ｂ Ｉ Ｍ （ Building Information Modeling）  

・ コンピュータ上 に作 成 した主 に３ 次 元 の形 状 情 報 に加 え、室 等 の名 称 ・ 面

積 、材 料 ・ 部 材 の仕 様 ・ 性 能 、仕 上 げ等 、建 築 物 の属 性 情 報 を併 せ持 つ

建 築 物 情 報 モデルを構 築 すること 

(2) Ｂ Ｉ Ｍ モデル 

・ コンピュータ上 に作 成 した主 に３ 次 元 の形 状 情 報 に加 え、室 等 の名 称 ・ 面

積 、材 料 ・ 部 材 の仕 様 ・ 性 能 、仕 上 げ等 の建 築 物 の属 性 情 報 を併 せ持 つ

建 物 情 報 モデル 

(3) Ｂ Ｉ Ｍ データ 

・ Ｂ Ｉ Ｍ モデルに加 え、 Ｂ Ｉ Ｍ 上 での２ 次 元 による加 筆 も含 めた全 体 の情 報  

(4) Ｅ Ｉ Ｒ （ 発 注 者 情 報 要 件 ： Employer’s Information Requirements）  

・ 特 定 のプロジェクトにおいて、発 注 者 が求 める、Ｂ Ｉ Ｍ の運 用 目 的 、納 品 する 

Ｂ Ｉ Ｍ データの詳 細 度 要 求 、プロジェクト実 施 中 のデータ共 有 環 境 の要 求 等 、

受 託 者 がＢ Ｉ Ｍ に関 わる業 務 を実 施 する上 での必 要 事 項 を示 したもの 

(5) Ｂ Ｅ Ｐ （ Ｂ Ｉ Ｍ 実 行 計 画 書 ： Ｂ Ｉ Ｍ  Execution Plan）  

・ 特 定 のプロジェクトにおいてＢ Ｉ Ｍ を活 用 するために必 要 な情 報 に関 して、受  

注 者 （ 設 計 ・ 施 工 ・ 維 持 管 理 等 ） が提 示 する取 決 め。Ｂ Ｉ Ｍ を活 用 する目 的 、

目 標 、実 施 事 項 とその優 先 度 、詳 細 度 と各 段 階 の精 度 、情 報 共 有 ・ 管 理

方 法 、業 務 体 制 、関 係 者 の役 割 、システム要 件 等 を定 め文 書 化 したもの 

(6) 詳 細 度  

・ Ｂ Ｉ Ｍ モデルの作 成 及 び利 用 の目 的 に応 じたＢ Ｉ Ｍ モデルを構 成 するオブジ  

ェクトの詳 細 度 合 い 
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１－３ 設計ＢＩＭの活用方針 

 

都 営 住 宅 では、世 帯 人 数 に応 じた標 準 的 な間 取 り、仕 様 、構 造 、設 備 等 を

決 めた基 準 建 物 設 計 を定 めています。都 営 住 宅 の建 替 事 業 では、この基 準 建

物 設 計 を基 に設 計 を行 い、業 務 の効 率 化 につなげています。 

都 営 住 宅 建 替 事 業 において設 計 時 にＢ Ｉ Ｍ を活 用 するため、基 準 建 物 設 計

図 を基 にした標 準 Ｂ ＩＭ モデルを作 成 しました。 

受 託 者 がＢ Ｉ Ｍ により設 計 を行 う際 は、住 宅 政 策 本 部 が貸 与 する標 準 Ｂ Ｉ Ｍ

モデルを活 用 し、設 計 を実 施 してください。 

標 準 Ｂ Ｉ Ｍ モデルは、必 要 に応 じて内 容 の充 実 を図 っていきます。 
 

  

１－４ 設計ＢＩＭの進め方 

 

住 宅 政 策 本 部 では、設 計 業 務 の発 注 にあたり、Ｂ Ｉ Ｍ による設 計 を指 定 する

場 合 は、公 表 時 に発 注 要 件 として、Ｅ Ｉ Ｒ として提 示 します。 

なお、BIM 活 用 の観 点 から、設 計 BIM モデルの作 成 にあたっては、EIR など

発 注 者 の指 定 によるものに加 え、受 託 者 からの活 用 の提 案 や自 主 的 な工 夫 や

取 組 も重 視 しています。 

契 約 締 結 後 、受 託 者 は、提 示 されたＥ Ｉ Ｒ (発 注 者 情 報 要 件 )を踏 まえ、発 注

者 と協 議 の上 、Ｂ Ｅ Ｐ (Ｂ Ｉ Ｍ 実 行 計 画 書 )を取 りまとめ、これに基 づき設 計 業 務

を実 施 してください。 

 
 

１－５ Ｂ ＩＭデータの活用例 

設 計 段 階 での活 用 事 例 としては、以 下 の項 目 が挙 げられます。 

(1) 設 計 条 件 と設 計 内 容 の整 合 性 の確 認  

 ・ Ｂ Ｉ Ｍ モデルの各 室 等 の空 間 オブジェクトの属 性 情 報 に、仕 様 に関 する諸

元 情 報 等 の設 計 条 件 を入 力 し、Ｂ Ｉ Ｍ ソフトウエア上 で設 計 条 件 を表 示 しな

がら設 計 内 容 との整 合 性 を確 認 する。 

(2) 建 築 物 の高 さ制 限 等 の法 規 制 の確 認  

・ 敷 地 の形 状 や高 さ制 限 、日 影 規 制 、周 辺 敷 地 等 の諸 条 件 を入 力 し、建 築

可 能 な建 築 物 のボリューム、高 さの範 囲 などを可 視 化 し、設 計 内 容 が法 令

上 の諸 条 件 を満 たしているかを確 認 する。 



 

4 

(3) 建 築 物 の外 観 および内 観 の作 成  

・ 発 注 者 や関 係 者 との設 計 内 容 についての円 滑 な合 意 形 成 のため、Ｂ Ｉ Ｍ デ

ータを活 用 して建 築 物 の外 観 や内 観 を作 成 する。 

(4) 建 築 物 の完 成 イメージ図 の作 成  

・ 実 施 設 計 の段 階 には、発 注 者 等 に建 築 物 のイメージを示 すため、Ｂ Ｉ Ｍ モデ

ル利 用 して完 成 イメージ図 を作 成 する。 

(5) 干 渉 チェック 

・ 意 匠 、構 造 、設 備 の各 分 野 のＢ Ｉ Ｍ モデルを、１ つのＢ Ｉ Ｍ モデルに統 合 する

Ｂ Ｉ Ｍ ビューアーで重 ねて表 示 するなどし、近 接 する建 物 部 材 の位 置 関 係 を

３ 次 元 で可 視 化 して干 渉 チェックやスリーブの位 置 のずれがないかを確 認 す

る。 

・ 必 要 に応 じて配 管 保 温 材 、照 明 器 具 、天 井 等 のオブジェクトを配 置 するなど

し、建 物 部 材 間 のクリアランス、施 工 スペース、維 持 管 理 スペース等 の確 保

について確 認 する。 

 

施 工 段 階 では、活 用 事 例 としては、以 下 の項 目 が挙 げられます。 

(1)仮 設 計 画  

・ Ｂ Ｉ Ｍ モデルに、足 場 、重 機 等 の仮 設 、搬 入 ・ 楊 重 する大 型 の資 機 材 等 の

オブジェクトを配 置 し、施 工 手 順 を追 いながら、敷 地 内 に重 機 の動 線 及 び稼

働 スペース、大 型 の資 機 材 の搬 入 経 路 等 が確 保 されているかについての検

討 に活 用 する。 

・ Ｂ Ｉ Ｍ ソフトウエアの集 計 機 能 を活 用 して、足 場 等 の数 量 を算 出 し、調 達 数

量 の検 討 に活 用 する。 

(2)コンクリート打 設 計 画  

・ 施 工 計 画 等 を効 率 的 に検 討 するため、BIM データを活 用 してコンクリート打

設 計 画 の検 討 を行 う。 

(3)配 筋 検 討  

・ 発 注 者 及 び施 工 関 係 者 の理 解 の向 上 を図 りつつ、施 工 計 画 等 を効 率 的 に

検 討 するため、BIM データを活 用 して鉄 筋 の納 まり及 び施 工 手 順 の検 討 を

行 う。 

(4)干 渉 チェック 

・ 建 物 部 材 間 の干 渉 の確 認 を効 率 的 かつ確 実 に行 うため、BIM データを活

用 する。 
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１－６ ガイドラインの構成 

 

本 ガイドラインは、３ 章 構 成 としています。１ 章 では、都 営 住 宅 の設 計 における

Ｂ Ｉ Ｍ 活 用 の目 的 や活 用 方 針 などを、２ 章 では、設 計 条 件 であるＥ Ｉ Ｒ （ 発 注 者

情 報 要 件 ） の記 載 事 項 とひな形 、Ｂ Ｅ Ｐ （ Ｂ Ｉ Ｍ 実 行 計 画 書 ） の作 成 例 を示 しま

す。 

また、３ 章 では、都 営 住 宅 設 計 の標 準 Ｂ Ｉ Ｍ モデルのデータ構 成 や作 成 方 法

等 を説 明 しています。 
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２章  ＥＩＲ (発注者情報要件）とＢＥＰ(Ｂ ＩＭ実行計画書） 
 

この章 では、発 注 者 として求 めるＥ Ｉ Ｒ の記 載 事 項 とそのひな型 及 び、受 託 者

が作 成 するＢ Ｅ Ｐ の作 成 例 を示 します。 

 

２－１ Ｅ ＩＲ 
 

設 計 業 務 発 注 にあたり、設 計 委 託 仕 様 書 及 び特 記 仕 様 書 を補 足 するＢ Ｉ Ｍ

に関 する業 務 をＥ Ｉ Ｒ として提 示 します。Ｂ Ｉ Ｍ による成 果 物 として求 める図 面 の

種 類 、使 用 するＢ Ｉ Ｍ ソフトの種 類 、要 求 詳 細 度 等 をＥ Ｉ Ｒ に記 載 します。 

 

２－２ Ｅ ＩＲのひな型 
 

Ｂ Ｉ Ｍ の発 注 時 に提 示 するＥ Ｉ Ｒ のひな型 は次 のとおりです。なお、ひな型 中 に

記 載 された記 述 のうち、下 線 のある部 分 は、例 示 として記 載 しています。 
 

 

 

Ｅ Ｉ Ｒ (発 注 者 情 報 要 件 ）  

 

１  件 名  

〇〇〇〇設 計 業 務  

 

２  Ｂ Ｉ Ｍ 実 行 計 画 書  

本 件 Ｂ Ｉ Ｍ 実 行 計 画 書 の作 成 にあたっては、以 下 の内 容 を含 むこと。 

 

２ -１  Ｂ Ｉ Ｍ ソフトの名 称 など 

   ・ 使 用 する BIM ソフトの名 称 とバージョン 

・ Ｂ Ｉ Ｍ ソフト以 外 に使 用 するソフトがある場 合 は、その種 類 、バージョ   

ン、使 用 範 囲 ・ 使 用 内 容  

 

２ -２  データ共 有 環 境  

□必 要 （  必 要 ライセンス数  〇 ）  

□不 要  ※受 託 者 と発 注 者 間 の合 意 形 成 や設 計 過 程 の共 有 と情 報 の一 元

化 を図 るため、クラウド等 の共 有 環 境 を整 える場 合 は、発 注 者 と

協 議 すること。 
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２ -３  Ｂ Ｉ Ｍ 調 整 会 議 実 施 計 画  

受 託 者 は、以 下 の出 席 者 で構 成 する各 会 議 を開 催 すること。 

会 議 名  

出 席 者  

頻 度  

管
理
技
術
者 

意
匠
担
当 

構
造
担
当 

電
気
設
備
担
当 

機
械
設
備
担
当 

Ｂ Ｉ Ｍ キックオフ ○ ○ 〇 〇 〇 〇回  

Ｂ Ｉ Ｍ データ 重 ね合 わせ調

整  
○ ○ ○ ○ ○ 〇/月  

設 計 完 了 時  ○ ○ ○ ○ ○ 〇回  

〇〇〇       

 

   

２ -４  Ｂ Ｉ Ｍ データ管 理 体 制  

受 託 者 は、Ｂ Ｉ Ｍ に関 する技 術 者 の役 割 と業 務 範 囲 を定 めて、データア

クセスや適 切 なモデルデータのバージョン管 理 等 を行 う体 制 を構 築 するこ

と。 

 

３  成 果 物  

３ -１  Ｂ Ｉ Ｍ モデル等 の納 品  

受 託 者 は、業 務 完 了 の確 認 後 、以 下 の成 果 物 を発 注 者 に納 めること。 

① Ｂ Ｉ Ｍ データの成 果 物 （ ２ Ⅾ加 筆 、設 計 図 書 の特 記 仕 様 書 等 の文 書 を

含 むデータ）  

② 契 約 時 貸 与 したＢ Ｉ Ｍ データのうちモデリング・ 入 力 ルールを変 更 した場

合 は、変 更 箇 所 及 び内 容 を明 示 した一 覧 表  

③ Ｂ Ｉ Ｍ から２ Ⅾ出 力 した設 計 成 果 図 書  

④ ２ Ⅾの CAD を用 いて作 成 した設 計 図 書 でＢ Ｉ Ｍ データへの未 反 映 箇 所

を明 示 した一 覧  

 

３ -２  Ｂ Ｉ Ｍ データの形 式  

Ｂ Ｉ Ｍ ソフトのオリジナル形 式 及 びＩ Ｆ Ｃ 形 式 のほか、Ｄ Ｗ Ｇ 、Ｄ Ｘ Ｆ 、 

Ｐ Ｄ Ｆ 形 式 に変 換 したデータを提 出 すること。 

なお、データ変 換 にあたっては、Ｂ Ｉ Ｍ オリジナルファイルの情 報 が欠 落 し

ないよう努 め、欠 落 部 分 がある場 合 には欠 落 内 容 のリストを作 成 し、提 出 す

ること。 
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３ -３ Ｂ Ｉ Ｍ データの提 出  

設 計 業 務 委 託 仕 様 書 の特 記 事 項 に定 める成 果 物 のうち、次 に記 載 するも

のはＢ Ｉ Ｍ データをあわせて提 出 すること。 

なお、設 計 図 書 の図 面 リストを活 用 して、Ｂ Ｉ Ｍ データの有 無 をわかりやすく

明 示 すること。 
※基 本 設 計 業 務 委 託 の場 合 は基 本 設 計 図 、 実 施 設 計 業 務 委 託 の場 合 は実

施 設 計 図 を参 照 のこと。 

 

◆基 本 設 計 図  

成 果 物  

配 置 図  

平 面 図  

立 面 図  

断 面 図  

各 住 戸 平 面 図  

外 構 図 等  

透 視 図 （ Ａ 1～ Ａ 2 版 着 色 ）  

 

 

◆実 施 設 計 図  

建 築 設 計 図 （ 意 匠 ）  

成 果 物  

外 観 パース 

配 置 図 （ 団 地 全 体 ）  

ピット階 ・ 1 階 平 面 図  

基 準 階 平 面 図  

最 上 階 ・ R 階 平 面 図  

立 面 図  

断 面 図  

住 戸 プラン 平 面 詳 細 図  

住 戸 プラン 断 面 詳 細 図  

住 戸 プラン 展 開 図  

住 戸 プラン 外 廊 下 面 展 開 図 ・ 天 井 伏 図  

エレベータホール・ 階 段 室 ・ エレベータ機 械 室 の平 面 詳 細 図  

エレベータホール・ 階 段 室 ・ エレベータ機 械 室 の展 開 図 、断 面 詳 細 図  

外 階 段 平 面 及 び断 面 詳 細 図  

受 水 槽 平 面 及 び断 面 詳 細 図  

各 伏 図 （ 天 井 、床 組 等 ）  

建 具 キープラン 

建 具 表  

室 内 パース 
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建 築 設 計 図 （ 構 造 ）  

成 果 物  

杭 配 置 図 、基 礎 伏 図  

梁 伏 図 、軸 組 図 （ コンクリート躯 体 及 び鉄 骨 軸 組 ）  

スリーブ図  

 

機 械 設 備 設 計 図 （ 屋 内 給 排 水 衛 生 ガス）  

成 果 物  

各 階 平 面 配 管 図 （ スリーブ図 を含 む）  

住 戸 平 面 配 管 図 （ スリーブ図 を含 む）  

各 住 戸 換 気 配 管 図 （ スリーブ図 を含 む）  

消 火 配 管 図 （ スリーブ図 を含 む）  

量 水 器 廻 り配 管 詳 細 図 （ スリーブ図 を含 む）  

床 下 配 管 詳 細 図 （ スリーブ図 を含 む）  

その他 詳 細 図 （ スリーブ図 を含 む）  

エントランス前  排 気 ダクト･給 湯 器 排 気 筒 延 長 詳 細 図  

ポンプ室 等 の機 器 と配 管 詳 細 図 （ スリーブ図 を含 む）  

給 湯 器 廻 り詳 細 図 （ 参 考 図 ）  

スリ－ ブ図  

 

機 械 設 備 設 計 図 （ 屋 外 給 排 水 衛 生 ガス）  

成 果 物  

屋 外 平 面 配 管 図  

消 火 器 据 付 位 置 図  

桝 、その他 詳 細 図  

 

機 械 設 備 設 計 図 （ 給 湯 器 浴 槽 設 備 ）  

成 果 物  

各 階 平 面 配 管 図  

住 戸 平 面 配 管 図 及 び据 付 図 （ スリーブ図 を含 む）  

配 管 及 び機 器 詳 細 図 （ スリーブ図 を含 む）  

 

機 械 設 備 設 計 図 （ エレベータ設 備 ）  

成 果 物  

各 階 平 面 図  

エレベータ据 付 図 （ 昇 降 路 断 面 図 ・ 昇 降 路 平 面 図 ・ 出 入 口 正 面 図 、スリ

ーブ図 を含 む）  
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電 気 設 備 設 計 図  

成 果 物  

室 内 電 灯 コンセント展 開 図 （ 最 下 階 、基 準 階 及 び最 上 階 ）  

スリーブ図  

 

 

３ -４  要 求 詳 細 度  

受 託 者 は、Ｂ Ｉ Ｍ モデルの作 成 にあたり、別 紙 １ の詳 細 度 表 に応 じ、成 果

物 を作 成 する。 

 

 

 

  



（別紙１）

■詳細度表（EIR） ※この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会 第１版」を参考にしています 

  担当 形状 情報 担当 形状 情報

建築（意匠）

空間要素 空間（室、通路、住戸等（階数、階
高、各室の面積共））

− A

配棟、住棟(連戸数、階数)、スパン
割、

住戸アロケーション、共用スパン位
置、

EV及び階段位置 / 住棟全諸室の配置

室用途、住戸タイプ、
戸数、面積 / 性能の設定

仕上げ、面積
A 住棟全諸室の調整 面積、設計仕様情報の追記

建築要素 階高、地下深さ、最高高さ設定 − A 通り芯・レベル 階高 A 通り芯・レベル 階高

構造体：柱、梁 A AS
意匠躯体モデルによる

柱、梁の意匠上の配置、
構造モデルとの調整

大きさ、高さ、性能、部材符号 AS
意匠躯体モデルによる

柱、梁の構造（設計仕様）、厚さ
（構造BIMモデルと整合させる）

性能、設計仕様、部材符号
（構造BIMモデルと整合させる）

構造体：床（スラブ） A AS
意匠躯体モデルによる

床スラブの意匠上の配置、
構造モデルとの調整

大きさ、高さ、性能、部材符号 AS
意匠躯体モデルによる

床の構造（設計仕様）、厚さ
（構造BIMモデルと整合させる）

性能、設計仕様、部材符号
（構造BIMモデルと整合させる）

構造体：基礎 A AS
意匠躯体モデルによる
基礎の意匠上の配置、
構造モデルとの調整

大きさ、高さ、性能、部材符号 AS
意匠躯体モデルによる

基礎の構造（設計仕様）、厚さ
（構造BIMモデルと整合させる）

性能、設計仕様、部材符号
（構造BIMモデルと整合させる）

構造体：耐力壁 A AS

位置（線分による単線） / 意匠躯体
モデルによる

耐力壁の意匠上の配置、
構造モデルとの調整

内/外部、耐火/遮音性能/非性能、
厚さ、部材符号

AS
意匠躯体モデルによる

耐力壁の構造（設計仕様）、厚さ
（構造BIMモデルと整合させる）

性能、設計仕様、部材符号
（構造BIMモデルと整合させる）

構造耐力上主要な部分に含まれない
壁（種類も含む）

A A 位置（線分による単線） / 厚さ、壁
構成、面積芯

内/外部、耐火/遮音性能/非性能、
厚さ

A 厚さ、壁構成、面積芯 性能、設計仕様

屋根、ひさし A A 形状、大きさ、厚さ A 形状、大きさ、厚さ 設計仕様

バルコニー、共用廊下、外部手摺 A A 位置（線分による単線） / 形状、大
きさ、厚さ、高さ

 / 設計仕様 A 形状、大きさ、厚さ、高さ 設計仕様

階段 A A 位置（線分による単線） / 構造種類
（RC）

幅員、蹴上、踏面 A 構造種類（RC） 設計仕様

EVシャフト A A 位置（線分による単線） / 大きさ、
着床階

A 大きさ、着床階

外装（種類、材料等） A A 形状、設計仕様（CW/PC/RC/ALC) 設計仕様 A 形状、設計仕様（CW/PC/RC/ALC) 設計仕様

外部建具（仕様も含む） A A 形状、大きさ、開き勝手
性能

（防火性能、遮音性能、気密性能）
A 形状、大きさ、開き勝手 性能、設計仕様

内部建具（仕様も含む） A A 形状、大きさ、開き勝手
性能

（防火性能、遮音性能、気密性能）
A 形状、大きさ、開き勝手 性能、設計仕様

天井（天井高を含む） A A 形状、構造、高さ 設計仕様 A 形状、構造、高さ 設計仕様
断熱材（床、壁、天井） A A 形状、厚さ 性能、設計仕様 A 形状、厚さ 性能、設計仕様
機械基礎 A 形状、大きさ、高さ
隔て板、ドレイン、太陽光パネル、
避難ハッチ、換気レジスター、クー
ラースリーブ、換気口ベントキャッ
プ

A A 形状、大きさ、高さ 設計仕様 A 形状、大きさ、高さ 設計仕様

空間要素 空間（住戸内居室、（階数、天高、
各室の面積共））

− A

標準・特殊住戸、住戸間口奥行寸
法、

住戸左右勝手
（2Dオブジェクトによる住戸） / 標

準・特殊住戸内諸室の配置

標準・特殊住戸、住戸タイプ / 室用
途、仕上げ、面積情報

A 標準・特殊住戸内諸室の調整 面積、設計仕様情報の追記

内部間仕切り壁 A A 厚さ、壁構成、面積芯 設計仕様 A 厚さ、壁構成、面積芯 設計仕様
内部建具（仕様も含む） A A 形状、大きさ、開き勝手 設計仕様 A 形状、大きさ、開き勝手 設計仕様
天井（天井高を含む） A A 形状、構造、高さ 設計仕様 A 形状、構造、高さ 設計仕様
仕上げ床（床仕上高を含む） A A 厚さ、仕上床構成、高さ 設計仕様 A  厚さ、仕上床構成、高さ 設計仕様

住宅設備（キッチン、UB、洗面化粧
台、システム収納、トイレ、家具、
手摺、カーテンレール、洗濯機パ
ン、エアコン、室外機）

A,M.E A 形状、大きさ、高さ 設計仕様 A 形状、大きさ、高さ 設計仕様

建築（構造）

建築要素 構造耐力上主要な部分に該当するも
の（柱、はり、スラブ等）

AS
解析モデル範囲の

柱、大梁、耐力壁、ブレース、基礎
梁、基礎

解析モデル範囲の
仮定断面情報、配置情報

S 柱、大梁、耐力壁、ブレース、基礎
梁、基礎、床スラブ、小梁、雑

断面情報、配置情報

雑構造物（工作物、各種下地材な
ど）

AS − − S BIM上にモデル化する部材 断面情報、配置情報

住戸計画 住戸計画

全体・共用計画 全体・共用計画

【工事区分】 A：建築工事 E：電気設備工事 M：機械設備工事
【担当】 A：建築設計 S：構造設計 E：電気設備設計 M：機械設備設計

工事
区分

基本設計 実施設計

全体・共用計画 全体・共用計画

 
全
体
・
共
用
計
画

 
住
戸
計
画

全
体
・
共
用
計
画
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  担当 形状 情報 担当 形状 情報

【工事区分】 A：建築工事 E：電気設備工事 M：機械設備工事
【担当】 A：建築設計 S：構造設計 E：電気設備設計 M：機械設備設計

工事
区分

基本設計 実施設計

建築（電気設備）
       

空間要素 空間要素 − E 主要室 用途・性能・設計仕様情報の設定 E 主要室 設計仕様情報の追記

設備要素 機器・盤類 E E − 設計仕様 E すべての機器 設計仕様

器具 E − − − E すべての照明器具、非常照明器具、
その他全器具類

設計仕様

幹線（ケーブルラックを含む） E E インフラ供給ルート 用途・サイズ E 主要な幹線 用途・サイズ
       

空間要素 空間要素 − E 主要室 用途・性能・設計仕様情報の設定 E 主要室 設計仕様情報の追記

設備要素 機器・盤類 E E − 設計仕様 E すべての機器 設計仕様
  器具 E E − 設計仕様 E すべての照明器具、その他全器具類 設計仕様

建築（機械設備）

空間要素 空間要素 − M 主要室 用途・性能・設計仕様情報の設定 M 主要室 設計仕様情報の追記

設備要素 機器 M M − 設計仕様 M すべての機器 設計仕様
器具 M M,A − 設計仕様 M,A すべての衛生器具とすべての制気口 設計仕様
ダクト M M − 用途・サイズ M 末端までのすべてのダクト 用途・サイズ

ダンパー等 M − − − M 区画貫通部等の
主要なダンパー

設計仕様

配管 M M 主要配管、インフラ供給ルート 用途・サイズ M メインルートまでの主要配管と、
インフラ供給ルート

用途・サイズ

バルブ等 M − − − M メインルートまでの主要なバルブ 設計仕様

空間要素 空間要素 − M 主要室 用途・性能・設計仕様情報の設定 M 主要室 設計仕様情報の追記

設備要素 機器 M M − 設計仕様 M すべての機器 設計仕様
器具 M A,M − 設計仕様 A,M すべての衛生器具とすべての制気口 設計仕様
ダクト M M − 用途・サイズ M 末端までのすべてのダクト 用途・サイズ
ダンパー等 M − − − − − −
配管 M M − 用途・サイズ M 末端までの配管 用途・サイズ
バルブ等 M M − 設計仕様 M 末端までのすべてのバルブ 設計仕様

昇降機設備

全

体

・

共

用

計

画

EV A A 位置、大きさ（線分による単線） /
EV本体（かご）の大きさ

― / 性能（着床階、定員（積載
量）、常用/非常用、速度）

A EV本体（かご）の大きさ 性能、設計仕様

敷地･外構

建築要素
現況敷地情報：既存工作物、敷地内
既存建築物、既存立木等（表面形
状）

A A 地盤面、工作物、樹木 A 地盤面、工作物、樹木

整備後の敷地工作物等（主要な歩
道、車道、駐車場等）

A A 歩道、車道、駐車場、駐輪場、樹木 幅員、台数、面積 A
歩道、車道、駐車場、駐輪場、フェ
ンス、門又は塀、側溝、枡、樹木

設計仕様

全体・共用計画 全体・共用計画

全体・共用計画 全体・共用計画

住戸計画 住戸計画

全体・共用計画 全体・共用計画

住戸計画 住戸計画

全体・共用計画 全体・共用計画

 
全
体
・
共
用
計
画

 
住
戸
計
画

全
体
・
共
用
計
画

 
全
体
・
共
用
計
画

 
住
戸
計
画

12



 

13 

２－３ ＢＥＰ 
 

受 託 者 は、設 計 業 務 実 施 計 画 書 と合 わせて、受 発 注 者 間 でＢ Ｉ Ｍ データの

作 成 等 について認 識 に齟 齬 がないことを確 認 できるように発 注 者 と協 議 の上 Ｂ

Ｅ Ｐ を作 成 し、提 出 することになります。 

 

２－４ ＢＥＰの作成例 
 

作 成 例 を参 考 にＥ Ｉ Ｒ で求 める要 求 事 項 とＢ Ｅ Ｐ での項 目 事 項 又 は内 容 の違

いがわかるように作 成 してください。なお作 成 例 は、様 式 として定 めるものではな

く、記 載 内 容 がＥ Ｉ Ｒ の要 求 事 項 を満 たしていれば、受 託 者 が通 常 利 用 してい

る書 式 で提 出 することも可 能 です。 
 

 

ＢＥＰ(ＢＩＭ 実行計画書)  

 

○○○○設 計 業 務 におけるＢ Ｅ Ｐ (Ｂ Ｉ Ｍ 実 行 計 画 書 )を次 のとおり定 める。 

 

１  Ｂ Ｉ Ｍ 設 計 の体 制 表  

 

 

 

 

 

 

２  Ｂ Ｉ Ｍ 設 計 のスケジュール 

マイルストーン 予定日 関係者 

〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇 

   

   

   

 

 

３  Ｂ Ｉ Ｍ ソフトの名 称 とバージョン 

Ｂ Ｉ Ｍ ソフトの名 称  Ｂ Ｉ Ｍ ソフトのバージョン 

〇〇〇〇 〇〇〇〇 

 

 

 

 
 

体 制 表 ※ 1  
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４  Ｂ Ｉ Ｍ ソフト以 外 に使 用 するソフトの種 類 、バージョン、使 用 範 囲 ・ 使 用 内 容  

ソフトの種類 ソフトのバージョン 使用範囲・使用内容 

〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇 

   

   

   

 

 

５  データ共 有 環 境  

共有環境 名 称  

クラウド共 有 〇〇〇〇 

  

 

 

６  Ｂ Ｉ Ｍ 調 整 会 議 実 施 計 画  

会議名 

出席者 

頻度 

管
理
技
術
者 

意
匠
担
当 

構
造
担
当 

電
気
設
備
担
当 

機
械
設
備
担
当 

Ｂ Ｉ Ｍ キックオフ       

Ｂ Ｉ Ｍ データ重ね合わせ

調整 
      

設計完了時       

施工受渡し検討       

施工受渡し時       

〇〇〇       
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７  Ｂ Ｉ Ｍ データ構 成 他  

Ｅ Ｉ Ｒ では規 定 されていないＢ Ｉ Ｍ データの構 成 について、以 下 に記 載 する。 

項目 内容 記載場所 

   

   

   

   

 

 

８  成 果 物  

設 計 業 務 委 託 仕 様 書 の特 記 事 項 に定 める成 果 物 のうち、次 に記 載 する

ものはＢ Ｉ Ｍ データもあわせて提 出 する。 

 
 

 

９  詳 細 度  
  各 成 果 物 の詳 細 度 は、別 紙 ２ に定 める通 りとする。 
 
 

 
 

参 考 （ イメージ図 ）  
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※1 Ｂ Ｉ Ｍ 関 連 体 制 表  

   Ｂ Ｉ Ｍ データに関 与 する可 能 性 のある関 係 者 （ 外 部 委 託 に係 る第 三 者 も

含 む） 及 び連 絡 先 を含 むＢ Ｉ Ｍ 関 連 の体 制 表 を作 成 し、添 付 する。ただし、

別 途 、設 計 業 務 実 施 計 画 書 等 に記 載 がある場 合 には、添 付 を省 略 できる。 

 

※2 詳 細 度  

Ｂ Ｅ Ｐ 詳 細 度 表 は、Ｅ Ｉ Ｒ と対 比 した形 式 で、Ｅ Ｉ Ｒ とＢ Ｅ Ｐ との差 分 が明 確 に

わかるよう作 成 する。 

 
 

参 考 （ イメージ図 ） ※ 2  



（別紙２）
■詳細度表（BEP） ※この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会 第１版」を参考にしています 

形状 情報

配棟、住棟(連戸数、階数)、スパン割、住戸アロ
ケーション、共用スパン位置、EV及び階段位置/住

棟全諸室の配置

室用途、住戸タイプ、戸数、面積/性能の設定 仕上
げ、面積

連戸数、住戸数、階数、幅、奥行き A 連戸数、階数、幅、奥行きの配置/ー 連戸数、階数、総戸数/ー ー
日影法チェック マスの形状より計算 ー ー
面積（計画床、延べ、容対、専有） A マスの形状より取得/ー マスの形状より取得/ー ー

部屋名（住戸、共用廊下、MB等）、
住戸タイプ名、住戸間取り、室用途、
プランタイプ（標準・特殊住戸）

A 要求諸室、建物機能諸室の配置/全諸室の配置
部屋名、住戸タイプ名、住戸間取り、室用途、プ

ランタイプ（標準・特殊住戸）
ー

内部仕上げ、スラブ高、床仕上高、天
井高

ー ー 内部仕上げ、スラブ高、床仕上高、天井高 ー

面積（共用部、住戸面積） A 部屋の形状より取得 部屋の形状より取得 ー
通り芯、レベル 階高

A 通り芯、レベル（FL） レベルによる階高の設定 ー
A − レベル位置により階高取得 寸法

意匠躯体モデルによる柱、梁の意匠上の配置、構
造モデルとの調整

大きさ、高さ、性能、部材符号

柱※構造モ
デルと要調

整
形状寸法、位置、レベル、材質 A ー 意匠柱の配置（意匠と構造の調整） 形状寸法、レベル、材質（意匠と構造の調整） ー

梁※構造モ
デルと要調

整
形状寸法、位置、レベル、材質、勾配 A ー 意匠梁の配置（意匠と構造の調整） 形状寸法、レベル、材質（意匠と構造の調整） ー

意匠躯体モデルによる床スラブの意匠上の配置、
構造モデルとの調整

大きさ、高さ、性能、部材符号 ー

スラブレベル、厚み ー 意匠床スラブの配置（意匠と構造の調整） レベル、厚さ（意匠と構造の調整） ー
勾配、段差部分の形状 ー 位置（意匠と構造の調整） 厚さ（意匠と構造の調整） ー
仕上レベル、厚み ー 仕上の厚みと下地構成（意匠と構造の調整） 仕上レベル、厚さ（意匠と構造の調整） ー

意匠躯体モデルによる基礎の意匠上の配置、構造
モデルとの調整

大きさ、高さ、性能、部材符号 ー

A ー 意匠基礎の配置 形状寸法、レベル、材質 ー

位置（線分による単線）/意匠躯体モデルによる耐
力壁の意匠上の配置、構造モデルとの調整

内/外部、耐火/遮音性能/非性能、厚さ、部材符号 ー

高さ、厚み、長さ、壁芯 ー
壁の仮配置/意匠耐力壁の配置（意匠と構造の調

整）
形状寸法、レベル、材質（意匠と構造の調整）

線分（部屋分割線）に
よる単線

性能（耐火、遮音） ー ー 内/外部、耐火/遮音性能/非性能情報、厚さ ー
位置（線分による単線）/厚さ、壁構成、面積芯 内/外部、耐火/遮音性能/非性能、厚さ ー

壁 高さ、厚み、長さ、壁芯 ー 壁の仮配置/間仕切り壁の配置 高さ、断面構成による厚さ
線分（部屋分割線）に

よる
性能（耐火、遮音） ー ー 内/外部、耐火/遮音性能/非性能、厚さ ー

形状、大きさ、厚さ 設計仕様

屋根
屋根の厚み※陸屋根除く、屋根勾配(水
勾配)

A ー ー/屋根の配置 レベル、厚さ ー

A ー ー ー ー
位置（線分による単線）/形状、大きさ、厚さ、高

さ
設計仕様

A ー バルコニーの配置 ー
線分（部屋分割線）に

よる

手摺
手摺横桟、手摺子(形状、仕上、見
込）、特殊形状防風スクリーン

A ー ー/手摺の配置
手摺横桟、手摺子(仕上、見込）、特殊形状、防風

スクリーン
ー

位置（線分による単線）/構造種類（RC） 幅員、蹴上、踏面
階段 蹴上、踏面、踊場の寸法 A A 階段形状/階段の配置 幅員、蹴上、踏面、踊場、材質 線分による単線表記

位置（線分による単線）/大きさ、着床階 /

A A シャフト開口部の配置 −
線分（部屋分割線）に

よる

バルコニー、共用廊下※：床に同じ

耐力壁※構
造モデルと
要調整

A

屋根、ひさし※

ひさし※：床に同じ

階段

EVシャフト

シャフト開口部

バルコニー、共用廊下、外部手摺

構造体：基礎

基礎※：構造モデルに準ずる

構造体：耐力壁

床(ｽﾗﾌﾞ)※
構造モデル
と要調整

A

階高、地下深さ、最高高さ設定
通り芯、レベル（FL）

ー

構造体：床（スラブ）

構造耐力上主要な部分に含まれない壁（種類も含む）

A

部屋 ー

全
体
•

共
用
計
画

空
間
要
素

空間（室、通路、住戸等（階数、階高、各室の面積共））

マス ー

通り芯間寸法、階高

構造体：柱、梁

建
築
要
素

全体・共用計画

担当
BIMデータ

BIMモデル
２D加筆情報

【工事区分】 A：建築工事 E：電気設備工事 M：機械設備工事
【担当】 A：建築設計 S：構造設計 E：電気設備設計 M：機械設備設計

各項目について、EIRとしてブルー地に記載し、その下欄（白地）に発注者と
設計者が合意した内容を記載します。

工事区
分

基本設計

建築（意匠）
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■詳細度表（BEP） ※この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会 第１版」を参考にしています 

形状 情報
担当

BIMデータ
BIMモデル

２D加筆情報

【工事区分】 A：建築工事 E：電気設備工事 M：機械設備工事
【担当】 A：建築設計 S：構造設計 E：電気設備設計 M：機械設備設計

各項目について、EIRとしてブルー地に記載し、その下欄（白地）に発注者と
設計者が合意した内容を記載します。

工事区
分

基本設計

形状、設計仕様（CW/PC/RC/ALC) 設計仕様
壁CW(壁) 外形寸法 A ー 外壁の配置 レベル、厚さ、高さ ー

A ー ー ー ー
形状、大きさ、開き勝手 性能（防火性能、遮音性能、気密性能）

ドア、窓
建具種別、大きさ寸法、開き勝手、個
数

ー
形状、大きさ、開き勝手別のカーテンパネル、ド

ア、窓の配置
建具種別、大きさ寸法、開き勝手、個数 ー

性能（防火、遮音、気密、その他） ー ー 性能（防火、遮音、気密、その他） ー

仕様（枠、沓、扉(形状、材質、見込、
仕上、厚さ、ガラス(種別、厚さ、大き
さ寸法）、ハンドル、錠形式）、ガラ
リの開口率、形式、羽間隔、形状）、
面格子、インターフォンパネル

ー ー

仕様（枠、沓、扉(形状、材質、見込、仕上、厚
さ、ガラス(種別、厚さ、大きさ寸法）、ハンド

ル、錠形式）、ガラリの開口率、形式、羽間隔、
形状）、面格子、インターフォンパネル

ー

形状、大きさ、開き勝手 性能（防火性能、遮音性能、気密性能）
建具種別、大きさ寸法、開き勝手、個
数、姿図

ー 形状、大きさ、開き勝手別のドア、窓の配置 大きさ寸法、開き勝手、個数 ー

性能（防火、遮音、気密、その他） ー ー 性能（防火、遮音、気密、その他） ー

仕様（枠、沓、扉(形状、材質、見込、
仕上、厚み、ガラス(種別、厚さ、大き
さ寸法）、ハンドル、錠形式）、ガラ
リの開口率、形式、羽間隔、形状）

ー ー ー ー

形状、構造、高さ 設計仕様
天井 天井高さ、厚み、仕上 A ー 天井の配置 天井高さ、下地構成による厚さ ー

形状、厚さ 性能、設計仕様
床、壁天井 高さ、厚み、仕様 A ー 断熱範囲の配置 厚さ、種別 ー

機械基礎 大きさ、仕様 A ー ー
形状、大きさ、高さ 設計仕様

隔て板 形状寸法、位置、レベル、仕様 A ー 隔て板の配置 高さ、厚さ、種別 ー
ドレイン 形状寸法、位置、レベル、仕様 A ー ドレインの配置 ー/大きさ、種別 ー
太陽光パネ
ル

形状寸法、位置、レベル、仕様 A ー 太陽光パネルの配置 ー/高さ、厚さ、種別 ー

避難ハッチ 形状寸法、位置、レベル、仕様 A ー ー ー/大きさ、種別 ー
換気レジス
ター

形状寸法、位置、レベル、仕様 A ー ー ー/高さ、大きさ、種別 ー

クーラース
リーブ

形状寸法、位置、レベル、仕様 A ー ー ー/高さ、大きさ、種別 ー

換気口ベン
ト キャップ

形状寸法、位置、レベル、仕様 A ー ー ー/高さ、大きさ、種別 ー

標準・特殊住戸、住戸間口奥行寸法、住戸左右勝
手（2Dオブジェクトによる住戸）/標準・特殊住戸

内諸室の配置

標準・特殊住戸、住戸タイプ/室用途、仕上げ、面
積情報

幅、奥行き、住戸タイプ名 A 幅、奥行きの設定/ー 住戸タイプの設定/ー ー
プランタイプ A ー 標準または特殊住戸の設定/ー ー

部屋 部屋名、居室用途 ー 全諸室の配置 ー/部屋名、居室用途 ー
性能（採光、換気）内部仕上げ、スラ
ブ高、床仕上高、天井高

ー 居室位置より採光の確認/ー ー/仕上げ、スラブ高、床仕上高、天井高 ー

面積（室面積） − 部屋の形状より取得 ー/部屋の形状より取得 ー
厚さ、壁構成、面積芯 ー/設計仕様

壁 高さ、厚み、長さ、壁芯 ー 間仕切り壁の配置 ー/高さ、断面構成による厚さ ー
性能（遮音、耐水） ー ー ー/遮音性能/非性能情報、厚さ ー

形状、大きさ、開き勝手 ー/設計仕様

ドア
建具種別、大きさ寸法、開き勝手、個
数、姿図

ー 形状、大きさ、開き勝手別のドア ー/大きさ寸法、開き勝手、個数 ー

性能（その他） ー ー ー ー

仕様（枠、沓、扉(形状、材質、見込、
仕上、厚み、ガラス(種別、厚さ、大き
さ寸法）、ハンドル 錠形式）

ー ー
ー/設計仕様（枠、沓、扉(形状、材質、見込、仕
上、厚さ、ガラス(種別、厚さ、大きさ寸法）、ハ

ンドル、錠形式）
ー

形状、構造、高さ ー/設計仕様
天井 天井高さ、厚み、仕上 A ー 天井の配置 ー/天井高さ、下地構成による厚さ ー

厚さ、仕上床構成、高さ ー/設計仕様
床 仕上高さ、厚み、仕上 A ー 床の配置 ー/仕上高さ、下地構成による厚さ ー

形状、大きさ、高さ ー/設計仕様
キッチン 形状寸法、位置、レベル、仕様 A,M,E ー キッチンの配置 ー/高さ、大きさ、種別、仕様 ー
UB 形状寸法、位置、レベル、仕様 A ー UBの配置 ー/高さ、大きさ、種別、仕様 ー
洗面化粧台 形状寸法、位置、レベル、仕様 M,E ー 洗面化粧台の配置 ー/高さ、大きさ、種別、仕様 ー
システム収
納

形状寸法、位置、レベル、仕様 A ー システム収納の配置 ー/高さ、大きさ、種別、仕様 ー

トイレ 形状、位置、レベル M,E ー トイレの配置 ー/種別、仕様 ー
家具 形状寸法、位置、レベル A ー 家具の配置 ー/高さ、大きさ、種別、仕様 ー
手摺 形状寸法、位置、レベル、仕様 A ー 手摺の配置 ー/高さ、大きさ、種別、仕様 ー
カーテン
レール

形状寸法、位置、レベル、仕様 A ー カーテンレールの配置 ー/高さ、大きさ、種別、仕様 ー

洗濯機パン 形状寸法、位置、レベル、仕様 A ー 洗濯機パンの配置 ー/高さ、大きさ、種別、仕様 ー
エアコン 形状寸法、位置、レベル、仕様 A ー エアコンの配置 ー/高さ、大きさ、種別、仕様 ー
室外機 形状寸法、位置、レベル、仕様 A ー 室外機の配置 ー/高さ、大きさ、種別、仕様 ー

住宅設備

建
築
要
素

内部間仕切壁

A

天井（天井高を含む）

仕上げ床（床仕上高を含む）

住戸計画

内部建具（仕様も含む）

A

住
戸
計
画

空
間
要
素

空間（住戸内居室、（階数、天高、各室の面積共））

隔て板、ドレイン、太陽光パネル、避難ハッ チ、換気レジス

2Dオブジェ
クト

ー

ー

断熱材（床、壁、天井）

機械基礎

内部建具（仕様も含む）

ド ア ※ 作 成
内 容 は 住 戸
計 画 に 準 ず
る

A

外装（種類、材料等）

PC/RC/ALC※：壁に同じ

天井（天井高を含む）

外部建具（仕様も含む）

A
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■詳細度表（BEP） ※この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会 第１版」を参考にしています 

形状 情報
担当

BIMデータ
BIMモデル

２D加筆情報

【工事区分】 A：建築工事 E：電気設備工事 M：機械設備工事
【担当】 A：建築設計 S：構造設計 E：電気設備設計 M：機械設備設計

各項目について、EIRとしてブルー地に記載し、その下欄（白地）に発注者と
設計者が合意した内容を記載します。

工事区
分

基本設計

通り芯、レベル /階高
ー A 通り芯、レベルの設定 /レベルによる階高の設定 ー
ー A − /レベル位置により階高取得 ー

解析モデル範囲の柱、大梁、耐震壁、ブレース、
基礎梁、基礎

/解析モデル範囲の仮定断面情報、配置情報

柱 形状寸法、位置、レベル、材質 Ａ AS 解析モデル範囲の部材配置、仮定断面の設定 /解析モデル範囲の材質情報の設定 寸法、注記など

間柱 形状寸法、位置、レベル、材質 Ａ AS 解析モデル範囲の部材配置、仮定断面の設定 /解析モデル範囲の材質情報の設定 寸法、注記など

大梁 形状寸法、位置、レベル、材質、勾配 Ａ AS 解析モデル範囲の部材配置、仮定断面の設定 /解析モデル範囲の材質情報の設定 寸法、注記など

小梁 形状寸法、位置、レベル、材質、勾配 Ａ AS 解析モデル範囲の部材配置、仮定断面の設定 /解析モデル範囲の材質情報の設定 寸法、注記など

耐震壁土圧
壁

厚み、位置、レベル、材質 Ａ AS 解析モデル範囲の部材配置、厚みの仮設定 /解析モデル範囲の材質情報の設定 寸法、注記など

雑壁 厚み、位置、レベル、材質 Ａ AS 解析モデル範囲の部材配置、厚みの仮設定 /解析モデル範囲の材質情報の設定 寸法、注記など

ブレース 形状寸法、位置、レベル、材質 Ａ AS 解析モデル範囲の部材配置、仮定断面の設定 /解析モデル範囲の材質情報の設定 寸法、注記など

スラブ 厚み、位置、レベル、材質、勾配 Ａ AS 解析モデル範囲の部材配置、厚みの仮設定 /解析モデル範囲の材質情報の設定 寸法、注記など

基礎 形状寸法、位置、レベル、材質 Ａ AS 解析モデル範囲の部材配置、仮定断面の設定 /解析モデル範囲の材質情報の設定 寸法、注記など

杭 形状寸法、位置、レベル、材質 Ａ AS 形状寸法、概算用長さの仮設定 /材質情報の設定 ー

AS ー /ー ー
設備基礎

雑構造物（工作物、各種下地材など）

通り芯間寸法、階高

構造体：柱、梁、壁、ブレース、床（スラブ）、基礎

全
体
•

共
用
計
画

階高、地下深さ、最高高さ設定
通り芯、レベル

建築（構造）
全体・共用計画

19



■詳細度表（BEP） ※この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会 第１版」を参考にしています 

形状 情報
担当

BIMデータ
BIMモデル

２D加筆情報

【工事区分】 A：建築工事 E：電気設備工事 M：機械設備工事
【担当】 A：建築設計 S：構造設計 E：電気設備設計 M：機械設備設計

各項目について、EIRとしてブルー地に記載し、その下欄（白地）に発注者と
設計者が合意した内容を記載します。

工事区
分

基本設計

主要室 /用途、性能の設定 −
設備諸元 − E 主要室 /電気諸元 −
計算書 − − − /− −

− /用途別面積と原単位に基づく主要能力の仮設定

E E 外形寸法(参考値）
/資産区分、形式、系統 等機番、主要能力、電源情

報、荷重、等
−

− /

E − − /− −
E − − /− −

インフラ供給ルート /用途、サイズの仮設定
E E 想定サイズ /資産区分 等系統、サイズ、用途、材料 等 −

− − /− −

主要室 /用途、性能の設定 −
設備諸元 − E 主要室 /電気諸元 −
計算書 − − − /− −

− /用途別面積と原単位に基づく主要能力の仮設定

E E
/資産区分、形式 等機番、系統、主要能力、電源情

報、荷重、等
−

− /

E E /資産区分、機番、形式、系統、電源情報、等 −
E E /資産区分、機番、形式、系統、電源情報、等 −

− − /− −

主要室 /用途、性能、設計仕様情報の設定 −
設備諸元 − M 主要室 /設備諸元、負荷条件 −
計算書 − M 主要室 /冷暖房負荷、換気量、等 −

− /設計仕様の確定

M M −
/資産区分、機番、形式、系統、設計必要能力、主

要能力、電源情報、許容騒音値、荷重、等
−

M M −
/資産区分、機番、形式、系統、設計必要能力、主

要能力、電源情報、許容騒音値、荷重、等
−

− /設計仕様の確定

M − − /− −

M A,M −
/資産区分、形式、系統、負荷単位、洗浄水量、電

源情報、付属品等
−

− /設計仕様の確定

M M −
/資産区分、系統、風量、用途、材質、工法、圧

力、等
−

− /

M − − /− −

主要配管、インフラ供給ルート /用途、サイズの仮設定

M M 想定サイズ(フランジ、保温等は不要)
/資産区分、系統、流量、用途、材質、接合方法、

耐圧、等
−

− −

M − − − −

ダクト付属品(ダンパーなど)

配管

配管

設
備
要
素

床置機器

ダクト

ダクト

ダクト付属品

制気口

空間要素

天吊、壁掛機器

器具

スペース

機器

配管付属品

配管付属品(バルブ、排水金物、計器類など)

建築（機械設備）

器具

照明器具
その他全器具類

衛生器具

全体・共用計画
全
体
•

共
用
計
画

空
間

要
素

住戸計画
住
戸
計
画

空
間

要
素

空間要素

スペース

設
備
要
素

電気機器（機器、盤類）

盤、等

配線

配線

器具

照明器具
非常照明器具、その他全器具類

全体・共用計画
全
体
•

共
用
計
画

空
間

要
素

空間要素

スペース

設
備
要
素

電気機器（機器、盤類）

受変電、電力貯蔵、発電機、盤、等

幹線
ケーブル、ケーブルラック、バスダクト

建築（電気設備）

20



■詳細度表（BEP） ※この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会 第１版」を参考にしています 

形状 情報
担当

BIMデータ
BIMモデル

２D加筆情報

【工事区分】 A：建築工事 E：電気設備工事 M：機械設備工事
【担当】 A：建築設計 S：構造設計 E：電気設備設計 M：機械設備設計

各項目について、EIRとしてブルー地に記載し、その下欄（白地）に発注者と
設計者が合意した内容を記載します。

工事区
分

基本設計

主要室 /用途、性能の設定 −
設備諸元 − M 主要室 /設備諸元、負荷条件 −
計算書 − M 主要室 /冷暖房負荷、換気量、等 −

− /用途別面積と原単位に基づく概略能力の仮設定

M M −
/機番、形式、系統、設計必要能力、主要能力、電

源情報、許容騒音値、荷重、等
−

M M −
/機番、形式、系統、設計必要能力、主要能力、電

源情報、許容騒音値、荷重、等
−

− /設計仕様の確定

M M − /形式、系統、設計必要能力等 −

M A,M −
/形式、系統、負荷単位、洗浄水量、電源情報、付

属品等
−

− /設計仕様の確定

M M − /系統、風量、用途、材質、工法、圧力、等 −

− −
M − − − −

− /用途、サイズの仮設定

M M − /系統、流量、用途、材質、接合方法、耐圧、等 −

− /設計仕様の確定

M M − /型式、系統、材質、接合方法、耐圧、等 −

位置、大きさ（線分による単線）/EV本体（かご）
の大きさ

性能（着床階、定員（積載量）、常用/非常用、速
度）

EV本体（かご）の大きさ、性能 A EV本体（かご）の配置
号機名、台数、機種、用途、性能（着床階、定員
（積載量）、常用/非常用、速度、制御、運転方

式）
ー

仕様 A ー
ー/仕様（電源（動力、照明）、電動機容量、身障
者対応、特記仕様（耐震、点 字、音声案内）、管

制運転、乗場仕様、かご仕様）
ー

/ /

地盤面、工作物、樹木 /
地盤面 範囲、厚み、仕上、勾配 A A 地盤面の配置 ー/下地構成による厚さ、仕上 ー
工作物 形状、仕様 A ー 工作物形状の配置 ー/仕様 ー
樹木 形状、仕様 A ー 樹木の配置 ー/仕様 ー

歩道、車道、駐車場、駐輪場、樹木 幅員、台数

舗装(床) 形状、厚み、下地構成、仕上、勾配 A A 舗装面配置/舗装（床）の配置 下地構成による厚さ・仕上げ ー
縁石形状、仕様 A ー ー ー ー
集水桝形状、仕様 A ー − ー ー
側溝形状、仕様 A ー − ー ー
フェンス、門又は塀形状、仕様 A ー − ー ー

駐車場・駐
輪

形状、仕様、台数 A A 駐車場の配置 台数設定/台数、仕様 ー

整備後の敷地工作物等（主要な歩道、車道、駐車場等）

外構

全体・共用計画
全
体
•

共
用
計
画

建
築
要
素

現況敷地情報：既存工作物、敷地内既存建築物、既存立木等

機械設備

敷地、外構

全体・共用計画
全
体
•

共
用
計
画

EV

配管付属品

配管付属品(バルブ、排水金物、計器類など)

昇降機設備

ダクト付属品(ダンパーなど)
配管

配管

ダクト付属品

器具

制気口

衛生器具

住
戸
計
画

空
間

要
素

空間要素

スペース

設
備
要
素

機器

床置機器

天吊、壁掛機器

ダクト

ダクト

住戸計画
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■詳細度表（BEP）

連戸数、住戸数、階数、幅、奥行き
日影法チェック
面積（計画床、延べ、容対、専有）

部屋名（住戸、共用廊下、MB等）、
住戸タイプ名、住戸間取り、室用途、
プランタイプ（標準・特殊住戸）

内部仕上げ、スラブ高、床仕上高、天
井高
面積（共用部、住戸面積）

柱※構造モ
デルと要調

整
形状寸法、位置、レベル、材質 A

梁※構造モ
デルと要調

整
形状寸法、位置、レベル、材質、勾配 A

スラブレベル、厚み
勾配、段差部分の形状
仕上レベル、厚み

A

高さ、厚み、長さ、壁芯

性能（耐火、遮音）

壁 高さ、厚み、長さ、壁芯

性能（耐火、遮音）

屋根
屋根の厚み※陸屋根除く、屋根勾配(水
勾配)

A

A

A

手摺
手摺横桟、手摺子(形状、仕上、見
込）、特殊形状防風スクリーン

A

階段 蹴上、踏面、踊場の寸法 A

A

バルコニー、共用廊下※：床に同じ

耐力壁※構
造モデルと
要調整

A

屋根、ひさし※

ひさし※：床に同じ

階段

EVシャフト

シャフト開口部

バルコニー、共用廊下、外部手摺

構造体：基礎

基礎※：構造モデルに準ずる

構造体：耐力壁

床(ｽﾗﾌﾞ)※
構造モデル
と要調整

A

階高、地下深さ、最高高さ設定
通り芯、レベル（FL）

ー

構造体：床（スラブ）

構造耐力上主要な部分に含まれない壁（種類も含む）

A

部屋 ー

全
体
•

共
用
計
画

空
間
要
素

空間（室、通路、住戸等（階数、階高、各室の面積共））

マス ー

通り芯間寸法、階高

構造体：柱、梁

建
築
要
素

各項目について、EIRとしてブルー地に記載し、その下欄（白地）に発注者と
設計者が合意した内容を記載します。

工事区
分

建築（意匠）

※この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会 第１版」を参考にしています 

形状 情報

住棟全諸室の配置 面積、設計仕様の追記 、

ー ー ー ー
ー ー ー ー
ー ー ー ー

A 全諸室の配置
部屋名、住戸タイプ名、住戸間取り、室用途、プ

ランタイプ（標準・特殊住戸）
ー

A ー 内部仕上げ、スラブ高、床仕上高、天井高 ー

A ー ー エリア求積
通り芯、レベル 階高 寸法、注記など

A 通り芯、レベル（FL） レベルによる階高の設定 −
A − レベル位置により階高取得 寸法

AS
意匠躯体モデルによる柱、梁の構造（設計仕

様）、厚さ /厚さ（構造BIMモデルと整合させる）
/厚さ（構造BIMモデルと整合させる）

性能、設計仕様、部材符号 /設計仕様（構造BIMモ
デルと整合させる）

寸法、注記など

AＳ 意匠柱の配置 形状寸法、レベル、材質 ー

AS 意匠梁の配置 形状寸法、レベル、材質 一部梁形状

AS
意匠躯体モデルによる床の構造（設計仕様）、厚
さ /厚さ（構造BIMモデルと整合させる） /厚さ

（構造BIMモデルと整合させる）

性能、設計仕様、部材符号 /部材符号（構造BIMモ
デルと整合させる）

寸法、注記など

AS 意匠床スラブの配置 レベル、厚さ ー
AS ボイドスラブ位置 厚さ 勾配
AS 仕上の厚みと下地構成 仕上レベル、厚さ ー

AS
意匠躯体モデルによる基礎の構造（設計仕様）、
厚さ /厚さ（構造BIMモデルと整合させる） /厚さ

（構造BIMモデルと整合させる）

性能、設計仕様、部材符号 /部材符号（構造BIMモ
デルと整合させる）

寸法、注記など

AS
意匠基礎の配置（意匠と構造の調整） /意匠基礎の

配置 /意匠基礎の配置
形状寸法、レベル、材質（意匠と構造の調整） /材

質
ー

AS
意匠躯体モデルによる耐力壁の構造（設計仕

様）、厚さ /厚さ（構造BIMモデルと整合させる）
/厚さ（構造BIMモデルと整合させる）

性能、設計仕様、部材符号 /部材符号（構造BIMモ
デルと整合させる）

寸法、注記など

AS 意匠耐力壁の配置 形状寸法、レベル、材質 ー

AS ー 内/外部、耐火/遮音性能/非性能情報、厚さ ー
厚さ、壁構成、面積芯 性能、設計仕様 、

AS 間仕切り壁の配置 高さ、断面構成による厚さ ー /壁芯

AS ー 内/外部、耐火/遮音性能/非性能、厚さ ー
形状、大きさ、厚さ 設計仕様 /設計仕様材料 、

A 屋根の配置 レベル、厚さ 勾配、段差 /軒先形

ー ー ー ー

A 形状、大きさ、厚さ、高さ 設計仕様 /設計仕様材料 、

ー ー ー ー

A 手摺の配置
手摺横桟、手摺子(仕上、見込）、特殊形状、防風

スクリーン
ー

構造種類（鉄骨/RC） 設計仕様 /設計仕様材料 、
A 階段形の配置 幅員、蹴上、踏面、踊場、材質 ー
A 大きさ、着床階 、 、

A シャフト開口部の配置 − ー

【工事区分】 A：建築工事 E：電気設備工事 M：機械設備工事
【担当】 A：建築設計 S：構造設計 E：電気設備設計 M：機械設備設計

全体・共用計画

実施設計

担当
BIMデータ

BIMモデル
２D 加筆情報
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■詳細度表（BEP）

各項目について、EIRとしてブルー地に記載し、その下欄（白地）に発注者と
設計者が合意した内容を記載します。

工事区
分

壁CW(壁) 外形寸法 A
A

ドア、窓
建具種別、大きさ寸法、開き勝手、個
数
性能（防火、遮音、気密、その他）

仕様（枠、沓、扉(形状、材質、見込、
仕上、厚さ、ガラス(種別、厚さ、大き
さ寸法）、ハンドル、錠形式）、ガラ
リの開口率、形式、羽間隔、形状）、
面格子、インターフォンパネル

建具種別、大きさ寸法、開き勝手、個
数、姿図
性能（防火、遮音、気密、その他）

仕様（枠、沓、扉(形状、材質、見込、
仕上、厚み、ガラス(種別、厚さ、大き
さ寸法）、ハンドル、錠形式）、ガラ
リの開口率、形式、羽間隔、形状）

天井 天井高さ、厚み、仕上 A

床、壁天井 高さ、厚み、仕様 A

機械基礎 大きさ、仕様 A

隔て板 形状寸法、位置、レベル、仕様 A
ドレイン 形状寸法、位置、レベル、仕様 A
太陽光パネ
ル

形状寸法、位置、レベル、仕様 A

避難ハッチ 形状寸法、位置、レベル、仕様 A
換気レジス
ター

形状寸法、位置、レベル、仕様 A

クーラース
リーブ

形状寸法、位置、レベル、仕様 A

換気口ベン
ト キャップ

形状寸法、位置、レベル、仕様 A

幅、奥行き、住戸タイプ名
プランタイプ

部屋 部屋名、居室用途
性能（採光、換気）内部仕上げ、スラ
ブ高、床仕上高、天井高
面積（室面積）

壁 高さ、厚み、長さ、壁芯
性能（遮音、耐水）

ドア
建具種別、大きさ寸法、開き勝手、個
数、姿図
性能（その他）

仕様（枠、沓、扉(形状、材質、見込、
仕上、厚み、ガラス(種別、厚さ、大き
さ寸法）、ハンドル 錠形式）

天井 天井高さ、厚み、仕上 A

床 仕上高さ、厚み、仕上 A

キッチン 形状寸法、位置、レベル、仕様 A,M,E
UB 形状寸法、位置、レベル、仕様 A
洗面化粧台 形状寸法、位置、レベル、仕様 M,E
システム収
納

形状寸法、位置、レベル、仕様 A

トイレ 形状、位置、レベル M,E
家具 形状寸法、位置、レベル A
手摺 形状寸法、位置、レベル、仕様 A
カーテン
レール

形状寸法、位置、レベル、仕様 A

洗濯機パン 形状寸法、位置、レベル、仕様 A
エアコン 形状寸法、位置、レベル、仕様 A
室外機 形状寸法、位置、レベル、仕様 A

住宅設備

建
築
要
素

内部間仕切壁

A

天井（天井高を含む）

仕上げ床（床仕上高を含む）

内部建具（仕様も含む）

A

住
戸
計
画

空
間
要
素

空間（住戸内居室、（階数、天高、各室の面積共））

隔て板、ドレイン、太陽光パネル、避難ハッ チ、換気レジス

2Dオブジェ
クト

ー

ー

断熱材（床、壁、天井）

機械基礎

内部建具（仕様も含む）

ド ア ※ 作 成
内 容 は 住 戸
計 画 に 準 ず
る

A

外装（種類、材料等）

PC/RC/ALC※：壁に同じ

天井（天井高を含む）

外部建具（仕様も含む）

A

※この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会 第１版」を参考にしています 

形状 情報

【工事区分】 A：建築工事 E：電気設備工事 M：機械設備工事
【担当】 A：建築設計 S：構造設計 E：電気設備設計 M：機械設備設計

実施設計

担当
BIMデータ

BIMモデル
２D 加筆情報

形状、設計仕様（CW/PC/RC/ALC) 設計仕様材料 、
A 外壁の配置 レベル、厚さ、高さ スパンドレル
ー ー ー ー

形状、大きさ、開き勝手 性能、設計仕様 、

A
形状、大きさ、開き勝手別のカーテンパネル、ド

ア、窓の配置
建具種別、大きさ寸法、開き勝手、個数 姿図

A ー 性能（防火、遮音、気密、その他） ー

ー ー

仕様（枠、沓、扉(形状、材質、見込、仕上、厚
さ、ガラス(種別、厚さ、大きさ寸法）、ハンド

ル、錠形式）、ガラリの開口率、形式、羽間隔、
形状）、面格子、インターフォンパネル

ー

形状、大きさ、開き勝手 性能、設計仕様 、

A 形状、大きさ、開き勝手別のドア、窓の配置 大きさ寸法、開き勝手、個数 姿図

A ー 性能（防火、遮音、気密、その他） ー

A ー

仕様（枠、沓、扉(形状、材質、見込、仕上、厚
さ、ガラス(種別、厚さ、大きさ寸法）、ハンド

ル、錠形式）、ガラリの開口率、形式、羽間隔、
形状）

ー

形状、構造、高さ 設計仕様 、
A 天井の確定 天井高さ、下地構成による厚さ 天井開口

形状、厚さ 性能、設計仕様 ー
A 断熱範囲の配置 厚さ、種別 ー

形状、厚さ 性能、設計仕様 ー
A 機械基礎の配置 厚さ、種別 ー

形状、大きさ、高さ 設計仕様 、
A 隔て板の配置 高さ、厚さ、種別 ー
A ドレインの配置 大きさ、種別 ー

A 太陽光パネルの配置 高さ、厚さ、種別 ー

A 避難ハッチの配置 大きさ、種別 ー

A 換気レジスターの配置 高さ、大きさ、種別 ー

A クーラースリーブの配置 高さ、大きさ、種別 ー

A 換気口ベントキャップの配置 高さ、大きさ、種別 ー

標準・特殊住戸内諸室の配置 室用途、仕上げ、面積情報 、

ー ー ー ー
ー ー ー ー
A 全諸室の配置 部屋名、居室用途 ー

A ー
仕上げ、スラブ高、床仕上高、天井高採光、換気

計算
ー

A 部屋の形状より取得 部屋の形状より取得 一部、塗り潰し領域
厚さ、壁構成、面積芯 設計仕様 、

A 間仕切り壁の配置 高さ、断面構成による厚さ ー /壁芯
A ー 遮音性能/非性能情報、厚さ ー

形状、大きさ、開き勝手 設計仕様 、

A 形状、大きさ、開き勝手別のドア 大きさ寸法、開き勝手、個数 ー

A ー ー ー

A ー
設計仕様（枠、沓、扉(形状、材質、見込、仕上、
厚さ、ガラス(種別、厚さ、大きさ寸法）、ハンド

ル、錠形式）
ー

形状、構造、高さ 設計仕様 、
A 天井の配置 天井高さ、下地構成による厚さ 天井開口

厚さ、仕上床構成、高さ 設計仕様 ー
A 床の配置 仕上高さ、下地構成による厚さ ー

形状、大きさ、高さ /ー /ー 設計仕様 /ー ー
A キッチンの配置 高さ、大きさ、種別、仕様 ー
A UBの配置 高さ、大きさ、種別、仕様 ー
A 洗面化粧台の配置 高さ、大きさ、種別、仕様 ー

A システム収納の配置 高さ、大きさ、種別、仕様 ー

A トイレの配置 種別、仕様 ー
A 家具の配置 高さ、大きさ、種別、仕様 ー
A 手摺の配置 高さ、大きさ、種別、仕様 ー

A カーテンレールの配置 高さ、大きさ、種別、仕様 ー

A 洗濯機パンの配置 高さ、大きさ、種別、仕様 ー
A エアコンの配置 高さ、大きさ、種別、仕様 ー
A 室外機の配置 高さ、大きさ、種別、仕様 ー

住戸計画
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■詳細度表（BEP）

各項目について、EIRとしてブルー地に記載し、その下欄（白地）に発注者と
設計者が合意した内容を記載します。

工事区
分

ー
ー

柱 形状寸法、位置、レベル、材質 Ａ

間柱 形状寸法、位置、レベル、材質 Ａ

大梁 形状寸法、位置、レベル、材質、勾配 Ａ

小梁 形状寸法、位置、レベル、材質、勾配 Ａ

耐震壁土圧
壁

厚み、位置、レベル、材質 Ａ

雑壁 厚み、位置、レベル、材質 Ａ

ブレース 形状寸法、位置、レベル、材質 Ａ

スラブ 厚み、位置、レベル、材質、勾配 Ａ

基礎 形状寸法、位置、レベル、材質 Ａ

杭 形状寸法、位置、レベル、材質 Ａ

設備基礎
雑構造物（工作物、各種下地材など）

通り芯間寸法、階高

構造体：柱、梁、壁、ブレース、床（スラブ）、基礎

全
体
•

共
用
計
画

階高、地下深さ、最高高さ設定
通り芯、レベル

建築（構造）

※この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会 第１版」を参考にしています 

形状 情報

【工事区分】 A：建築工事 E：電気設備工事 M：機械設備工事
【担当】 A：建築設計 S：構造設計 E：電気設備設計 M：機械設備設計

実施設計

担当
BIMデータ

BIMモデル
２D 加筆情報

通り芯、レベル 階高 、
A 通り芯、レベルの設定 レベルによる階高の設定 −
A − レベル位置により階高取得 −

主要構造部材の柱、大梁、耐震壁、ブレース、基
礎梁 /主要構造部材（二次部材含む）の柱、床スラ
ブ、小梁、雑 /主要構造部材（二次部材含む）の

柱、基礎梁

主要構造部材の断面情報、配置情報 /主要構造部材
（二次部材含む）の断面情報

、

AS
断面寸法の確定(S4で詳細検討)位置・レベルの仮

設定 /断面寸法・位置・レベルの確定 /断面寸法・
位置・レベルの確定

材質・配筋の確定(S4で詳細検討) /材質・配筋の確
定

寸法、注記など

AS
仮定断面の設定位置・レベルの仮設定 /断面寸法・
位置・レベルの確定 /断面寸法・位置・レベルの確

定
材質・配筋の仮設定 /材質・配筋の確定 寸法、注記など

AS
断面寸法の確定(S4で詳細検討)位置・レベルの仮

設定 /断面寸法・位置・レベルの確定 /断面寸法・
位置・レベルの確定

材質・配筋の確定(S4で詳細検討) /材質・配筋の確
定

寸法、注記など

AS
仮定断面の設定位置・レベルの仮設定 /断面寸法・
位置・レベルの確定 /断面寸法・位置・レベルの確

定
材質・配筋の仮設定 /材質・配筋の確定 寸法、注記など

AS
厚みの確定(S4で詳細検討)位置・レベルの仮設定 /
断面寸法・位置・レベルの確定 /断面寸法・位置・

レベルの確定

材質・配筋の確定(S4で詳細検討) /材質・配筋の確
定

寸法、注記など

AS
厚みの仮設定位置・レベルの仮設定 /断面寸法・位
置・レベルの確定 /断面寸法・位置・レベルの確定

材質・配筋の仮設定 /材質・配筋の確定 寸法、注記など

AS
断面寸法の確定(S4で詳細検討)位置・レベルの仮

設定 /断面寸法・位置・レベルの確定 /断面寸法・
位置・レベルの確定

材質・配筋の確定(S4で詳細検討) /材質・配筋の確
定

寸法、注記など

AS
厚みの確定(S4で詳細検討)位置・レベルの仮設定 /
断面寸法・位置・レベルの確定 /断面寸法・位置・

レベルの確定
材質・配筋の仮設定 /材質・配筋の確定 寸法、注記など

AS
仮定断面の設定位置・レベルの仮設定 /断面寸法・
位置・レベルの確定 /断面寸法・位置・レベルの確

定
材質・配筋の仮設定 /材質・配筋の確定 寸法、注記など

AS
断面寸法の確定(S4で詳細検討)位置・レベルの仮

設定 /断面寸法・位置・レベルの確定 /断面寸法・
位置・レベルの確定

材質・配筋の確定(S4で詳細検討) /材質・配筋の確
定

ー /寸法、注記など

AS ー ー ー /寸法、注記など

全体・共用計画
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■詳細度表（BEP）

各項目について、EIRとしてブルー地に記載し、その下欄（白地）に発注者と
設計者が合意した内容を記載します。

工事区
分

設備諸元 −
計算書 −

E

E
E

E

設備諸元 −
計算書 −

E

E
E

設備諸元 −
計算書 −

M

M

M

M

M

M

M

M

ダクト付属品(ダンパーなど)

配管

配管

設
備
要
素

床置機器

ダクト

ダクト

ダクト付属品

制気口

空間要素

天吊、壁掛機器

器具

スペース

機器

配管付属品

配管付属品(バルブ、排水金物、計器類など)

建築（機械設備）

器具

照明器具
その他全器具類

衛生器具

全
体
•

共
用
計
画

空
間

要
素

住
戸
計
画

空
間

要
素

空間要素

スペース

設
備
要
素

電気機器（機器、盤類）

盤、等

配線

配線

器具

照明器具
非常照明器具、その他全器具類

全
体
•

共
用
計
画

空
間

要
素

空間要素

スペース

設
備
要
素

電気機器（機器、盤類）

受変電、電力貯蔵、発電機、盤、等

幹線
ケーブル、ケーブルラック、バスダクト

建築（電気設備）

※この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会 第１版」を参考にしています 

形状 情報

【工事区分】 A：建築工事 E：電気設備工事 M：機械設備工事
【担当】 A：建築設計 S：構造設計 E：電気設備設計 M：機械設備設計

実施設計

担当
BIMデータ

BIMモデル
２D 加筆情報

主要室 設計仕様情報の追記 ー /−
E 主要室 電気諸元 −
E 主要室 照度計算、等 −

すべての機器
用途別面積と原単位及び、他設備の確定条件に基

づく設計仕様の確定 /設計仕様の確定
、

E 外形寸法（参考値）
資産区分、機番、形式、系統、主要能力、電源情

報、荷重、等
−

主要な器具（基準階） /すべての器具 /すべての器
具

設計仕様の確定 、

E 外形寸法（参考値） 資産区分、機番、形式、系統、電源情報、等 − /一部の器具
E 外形寸法（参考値） 資産区分、機番、形式、系統、電源情報、等 − /一部の器具

主要な幹線 設計仕様の仮設定 /設計仕様の確定 、
E 設計仕様に基づくサイズ 資産区分、系統、サイズ、用途、材料等 −
− − − − /配線

主要室 設計仕様情報の追記 ー /−
E 主要室 電気諸元 −
E 主要室 照度計算、等 −

すべての機器
用途別面積と原単位及び、他設備の確定条件に基

づく設計仕様の確定 /設計仕様の確定
、

E 外形寸法（参考値）
資産区分、機番、形式、系統、主要能力、電源情

報、荷重、等
−

主要な器具（基準階） /すべての器具 /すべての器
具

設計仕様の確定 、

E 外形寸法（参考値） 資産区分、機番、形式、系統、電源情報、等 − /一部の器具
E 外形寸法（参考値） 資産区分、機番、形式、系統、電源情報、等 − /一部の器具
− − − − /配線

主要室 設計仕様情報の追記 ー /−
M 主要室 設備諸元、負荷条件 −
M 主要室 冷暖房負荷、換気量、等 −

すべての機器 設計仕様の確定 、

M 外形寸法(参考値）
資産区分、機番、形式、系統、設計必要能力、主

要能力、電源情報、許容騒音値、荷重、等 /詳細仕
様

−

M 外形寸法(参考値）
資産区分、機番、形式、系統、設計必要能力、主

要能力、電源情報、許容騒音値、荷重等 /荷重、詳
細仕様、等

−

すべての器具 設計仕様の確定 、

M 外形寸法(参考値）
資産区分、形式、系統、設計必要能力等 /設計必要

能力、詳細仕様、等
−

A,M 外形寸法(参考値)
資産区分、形式、系統、負荷単位、洗浄水量、電

源情報、付属品等 /付属品、詳細仕様、等
−

末端までのすべてのダクト 設計仕様の確定 、

M
設計風量に基づくダクトサイズ (フランジ、保温等

は不要)
資産区分、系統、風量、用途、材質、工法、圧

力、等
−

区画貫通部等の主要なダンパー 設計仕様の確定 、

M 設計風量に基づく外形寸法(参考値) 資産区分、形式、系統、材質、耐圧、等
− /メインルート以降

のダクト付属品
メインルートまでの主要配管と、インフラ供給

ルート
設計仕様の確定 、

M
設計流量に基づく配管口径(フランジ、保温等は不

要)
資産区分、系統、流量、用途、材質、接合方法、

耐圧、等
− /メインルート以降

末端
メインルートまでの主要なバルブ 設計仕様の確定 、

M
設計流量に基づく外形寸法 (フランジ、保温等は不

要)
資産区分、型式、系統、材質、接合方法、耐圧、

等
− /メインルート以降

の配管付属品

全体・共用計画

住戸計画

全体・共用計画
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■詳細度表（BEP）

各項目について、EIRとしてブルー地に記載し、その下欄（白地）に発注者と
設計者が合意した内容を記載します。

工事区
分

設備諸元 −
計算書 −

M

M

M

M

M

M

M

M

EV本体（かご）の大きさ、性能

仕様

地盤面 範囲、厚み、仕上、勾配 A
工作物 形状、仕様 A
樹木 形状、仕様 A

舗装(床) 形状、厚み、下地構成、仕上、勾配 A
縁石形状、仕様 A
集水桝形状、仕様 A
側溝形状、仕様 A
フェンス、門又は塀形状、仕様 A

駐車場・駐
輪

形状、仕様、台数 A

整備後の敷地工作物等（主要な歩道、車道、駐車場等）

外構

全
体
•

共
用
計
画

建
築
要
素

現況敷地情報：既存工作物、敷地内既存建築物、既存立木等

機械設備

敷地、外構

全
体
•

共
用
計
画

EV

配管付属品

配管付属品(バルブ、排水金物、計器類など)

昇降機設備

ダクト付属品(ダンパーなど)
配管

配管

ダクト付属品

器具

制気口

衛生器具

住
戸
計
画

空
間

要
素

空間要素

スペース

設
備
要
素

機器

床置機器

天吊、壁掛機器

ダクト

ダクト

※この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会 第１版」を参考にしています 

形状 情報

【工事区分】 A：建築工事 E：電気設備工事 M：機械設備工事
【担当】 A：建築設計 S：構造設計 E：電気設備設計 M：機械設備設計

実施設計

担当
BIMデータ

BIMモデル
２D 加筆情報

主要室 設計仕様情報の追記 ー /−
M 主要室 設備諸元、負荷条件 −
M 主要室 冷暖房負荷、換気量、等 −

すべての機器 設計仕様の確定 、

M 外形寸法(参考値）
資産区分、機番、形式、系統、設計必要能力、主

要能力、電源情報、許容騒音値、荷重、等 /詳細仕
様

−

M 外形寸法(参考値）
資産区分、機番、形式、系統、設計必要能力、主

要能力、電源情報、許容騒音値、荷重等 /荷重、詳
細仕様、等

−

すべての器具 設計仕様の確定 、

M 外形寸法(参考値）
資産区分、形式、系統、設計必要能力等 /設計必要

能力、詳細仕様、等
−

A,M 外形寸法(参考値)
資産区分、形式、系統、負荷単位、洗浄水量、電

源情報、付属品等 /付属品、詳細仕様、等
−

末端までのすべてのダクト 設計仕様の確定 、

M 設計風量に基づくダクトサイズ (フランジは不要)
資産区分、系統、風量、用途、材質、工法、圧

力、等
−

区画貫通部等の主要なダンパー 設計仕様の確定 、
− − − −

末端までの配管 設計仕様の確定 、

M
設計流量に基づく配管口径(フランジ、保温等は不

要)
資産区分、系統、流量、用途、材質、接合方法、

耐圧、等
−

末端までのすべてのバルブ 設計仕様の確定 、

M
設計流量に基づく外形寸法 (フランジ、保温等は不

要)
資産区分、型式、系統、材質、接合方法、耐圧、

等
−

A EV本体（かご）の大きさ 性能、設計仕様 、

EV本体（かご）の配置
号機名、台数、機種、用途、性能（着床階、定員
（積載量）、常用/非常用、速度、制御、運転方

式）
ー

ー
仕様（電源（動力、照明）、電動機容量、身障者
対応、特記仕様（耐震、点 字、音声案内）、管制

運転、乗場仕様、かご仕様）
ー

地盤面、工作物、樹木 、 、
A 地盤面の配置 下地構成による厚さ、仕上 勾配、段差
A 工作物形状の配置 仕様 ー
A 樹木の配置 仕様 ー

歩道、車道、駐車場、駐輪場、フェンス、門又は
塀、側溝、枡

設計仕様 、

A 舗装（床）の配置 下地構成による厚さ・仕上げ ー
A ー ー 縁石
A ー ー 集水桝
A ー ー 側溝
A ー ー フェンス

A 駐車場の配置 台数、仕様 ー

全体・共用計画

全体・共用計画

住戸計画
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３章  標準ＢＩＭモデル 
 

３－１ 標準ＢＩＭモデルの作成 
 

都 営 住 宅 の建 替 えでは、設 計 ・ 施 工 の合 理 化 を図 るため、「 基 準 建 物 設 計 」

を定 めています。 

この度 、基 準 建 物 設 計 の標 準 Ｂ Ｉ Ｍ モデルを作 成 しました。標準ＢＩＭモデ

ルは、都営住宅の実施設計図書をもとに、独立行政法人都市再生機構（以

下、「UR」という。）が公開しているＢ Ｉ Ｍデータを活用し、都営住宅向

けに一部カスタマイズして作成しています。作 成 にあたっては、UR の「 集

合 住 宅 設 計 Ｂ Ｉ Ｍ ガ イ ド ラ イ ン 」 ( 以 下 、 「 集 合 住 宅 ガ イ ド ラ イ ン 」 と い う 。 ) 、

Autodesk の Revit テンプレートも使 用 しています。 

 

 

【 作 成 に使 用 したテンプレート】  

UR 集 合 住 宅 Ｂ Ｉ Ｍ テンプレート（ UR_Template_A_ver1.1.rvt）  

 

【 作 成 に使 用 したＢ Ｉ Ｍ ソフト】  

Autodesk Revit ver2024 

 

標 準 Ｂ Ｉ Ｍ モデルのデータは、設 計 業 務 の委 託 契 約 後 、住 宅 政 策 本 部 より貸

与 します。設 計 にあたっては、貸 与 する標 準 Ｂ Ｉ Ｍ モデルと同 等 のパラメータ、詳

細 度 等 により業 務 を進 めることになります。 

なお、Ｂ Ｉ Ｍ による設 計 にあたって、新 たにファミリを作 成 する場 合 や既 存 ファミ

リの改 変 を行 う場 合 は、データ管 理 及 び改 善 に向 けた情 報 蓄 積 のため、その部

分 が分 かるようにしてください。 

 

図  ３ -1 基 準 建 物 設 計  パース 
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３－２ Ｂ ＩＭソフトウェアの用語の定義 

 

Ｂ Ｉ Ｍ ソフト（ Autodesk Revit） の用 語 は次 のとおりです。なお、用 語 の定 義 は、

集 合 住 宅 ガイドラインを参 照 しています。 

 

(1) Revit のデータ構 造  

Revit では、Ｂ Ｉ Ｍ は建 物 の「 形 状 情 報 」 と「 属 性 情 報 」 を持 つ複 数 のオブ

ジェクトから構 成 されています。これらのオブジェクトは、統 一 されたデータ構

造 のもとで管 理 され、効 率 的 な情 報 連 携 や変 更 反 映 が可 能 となります。具

体 的 には、Revit ではオブジェクトを「 ファミリ」 と呼 び、その要 素 はカテゴリ、フ

ァミリ、タイプ、インスタンスの階 層 に分 類 されます。 

(2) カテゴリ 

カテゴリは、モデル内 の要 素 （ 例 ： 壁 、ドア、窓 、注 釈 要 素 等 ） をグループ

化 するための分 類 単 位 です。各 カテゴリは、同 一 の属 性 や機 能 を持 つ要 素

をまとめており、全 体 のデータ整 合 性 や管 理 の効 率 化 を図 ることができます。 

(3) ファミリ 

ファミリとは、同 一 の目 的 や使 用 方 法 、共 通 のパラメータセットを持 つ要 素

群 をまとめたものです。例 えば、窓 カテゴリにおいて「 引 き違 い腰 窓 _２ 枚 」 ファ

ミリを設 定 することで、同 一 の形 状 や機 能 を持 つ要 素 を一 括 管 理 し、再 利 用

性 や一 貫 性 を図 ることができます。 

(4) ファミリタイプ 

ファミリタイプは、同 じファミリ内 でパラメータの値 を変 化 させ、異 なるバリエ

ーションの部 材 を作 成 する設 定 です。たとえば、窓 のファミリ内 で幅 や高 さ、

材 質 等 のパラメータをタイプごとに定 義 し、設 置 条 件 や用 途 に合 わせた選 択

が可 能 となります。 

(5) ファミリインスタンス 

インスタンスは、プロジェクト内 に配 置 された一 つ一 つの要 素 のことです。

各 インスタンスは、特 定 のタイプに属 しており、そのタイプは特 定 のファミリに

属 しています。また、そのファミリは特 定 のカテゴリに属 しています。 
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(6) プロジェクトブラウザ 

プロジェクトブラウザは、現 在 開 いている Revit ファイル内 に格 納 される「 ビ

ュー」 「 凡 例 」 「 集 計 表 」 「 シート」 等 のコンテンツにアクセスするためのツール

です。これにより、ファミリ、グループ、リンク等 、各 種 要 素 に迅 速 にアクセスし

て表 示 ・ 編 集 が行 えます。 

(7) タグ 

Revit のタグは、要 素 に情 報 を追 加 し、図 面 やモデルで視 覚 的 に表 示 す

るツールです。例 えば、ドアにタグを付 けてサイズや材 質 を表 示 できます。こ

れにより、設 計 情 報 の管 理 が容 易 になります。 

(8) 集 計 表  

集 計 表 は、モデル内 の各 要 素 の情 報 を表 形 式 でまとめたもので、仕 上 表 、

面 積 表 、建 具 表 等 を自 動 生 成 する機 能 です。モデルと連 動 しているため、

別 途 Excel シートを利 用 する場 合 など、不 整 合 がなく正 確 なデータ集 計 を行

うことができます。 

  



 

30 

３－３ 標準ＢＩＭモデルの構成 
 

標 準 Ｂ Ｉ Ｍ モデルの建 築 関 係 のモデルは「 意 匠 モデル」 と「 構 造 モデル」 をそ

れぞれ作 成 しています。これに「 設 備 モデル」 を加 えた、３ モデル（ 意 匠 、構 造 、

設 備 ） により構 成 されており、これらをリンク管 理 しています。 

「 意 匠 モデル」 と「 設 備 モデル」 は、それぞれ相 互 にリンクしています。「 設 備 モ

デル」 の変 更 を行 うと、「 意 匠 モデル」 においても、その変 更 が反 映 されます。こ

れに対 し、「 意 匠 モデル」 と「 構 造 モデル」 のリンクは、一 方 通 行 となっています。

「 構 造 モデル」 の変 更 は「 意 匠 モデル」 に反 映 されますが、「 意 匠 モデル」 を変

更 しても「 構 造 モデル」 には反 映 されません。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図  ３ -2  Ｂ Ｉ Ｍ データの構 成  

 

全 体 モデル 住 戸 モデル 

意匠モデル 

構造モデル 設備モデル 

相 互 リンク リンク 
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３－４ 標準ＢＩＭモデルの基本設定 
 

(1) プロジェクトブラウザ 

各 モデルにおけるビューやシートなどは、任 意 に設 定 した階 層 で表 示 され

ます。標 準 Ｂ Ｉ Ｍ モデルは、概 要 、一 般 図 、詳 細 図 などをデフォルトのビュー

設 定 としています。 

シートについては、実 施 設 計 図 書 を想 定 した図 面 構 成 とし、各 図 面 番 号 、

名 称 で設 定 していますが、必 要 に応 じて追 加 してください。 

 

(2) ファミリ 

標 準 Ｂ Ｉ Ｍ モデルでは、集 合 住 宅 テンプレートのファミリを活 用 しつつ、都

営 住 宅 向 けのファミリの新 規 作 成 もしています。 

図 面 標 記 凡 例 などで繰 り返 し使 用 するものは２ Ⅾファミリとして次 のように

整 備 しています。 

 

 

 

 
 

図  ３ -3 ２ Ⅾファミリの例  

  

床 下 点 検 口  スラブ配 筋 方 向  鉛 直 ・ 水 平 スリット 
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(3) ファミリ命 名 規 則 

標 準 Ｂ Ｉ Ｍ モデルは、原 則 、集 合 住 宅 テンプレートを採 用 していますが、一

部 改 変 や新 規 作 成 した要 素 については以 下 の命 名 規 則 を適 用 しています。 
 

表  ３ -1 ファミリの命名 規 則  

既 存 ファミリの場 合 
（ 集 合 住 宅 テンプレート）  

 
 
 
 

改 変 したファミリの場合  

 
 
 
 

新 規 作 成 したファミリの場 合  

 
 
 
 
 

 

 

(4) 共 有 パラメータ 

集 合 住 宅 テンプレートの共 有 パラメータを利 用 しています。なお、都 営 住 宅

向 けに、新 たに追 加 した共 有 パラメータについては次 の４ つになります。 

 

表  ３ -2 追 加 した共 有 パラメータ 

パラメータ名  対 象 カテゴリ 用 途  

壁 A 

部 屋  仕 上 表 の作 成 （ 壁 仕 上 げの入 力 ）  
壁 B 

壁 C 

壁 D 

 

 

オ ブ ジ ェ ク ト名 や 種 別  ジ ェ ネ リ ッ ク  

オ ブ ジ ェ ク ト

ア ン ダ ー バ ー

公 _○○○○○_○○○_〇〇〇〇 

種 別 注 記

公 改 _○○〇○○_○○○_○○○○ 

集 合 住 宅 ガ イ ド ライ ン の
記 載 事 項 と 同 等  

頭 文 字 を  
公 改 に 設 定

ア ン ダ ー バ ー

都 住 _△△△△△_□□□□ 

頭 文 字 を  
都 住 に 設 定
 

オ ブ ジ ェ ク ト名
や 種 別  

仕 様 ・ 補 足

ア ン ダ ー バ ー

都 住 _引 違 い 2 枚 _襖 .rfa 

公 改 _外 部 _PS 扉 _PS3.rfa 

公 _住 戸 _片 引 き戸 _低 天 井 .rfa 
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３－５ 標準ＢＩＭモデルの解説（意匠モデル） 
 

(1) 意 匠 モデルの整 備  

意 匠 モデルは、「 全 体 ・ 共 用 計 画 」 と「 住 戸 計 画 」 をそれぞれ別 のファイル

で作 成 し、「 全 体 ・ 共 用 計 画 」 モデルに「 住 戸 計 画 」 モデルを読 み込 み配 置

しています。 

意 匠 モデルの主 要 なオブジェクトの作 成 方 法 は、以 下 の通 りです。 
 

表  ３ -3 意 匠 モデル 作 成 方 法  

オブジェクト 作 成 方 法  

部 屋  

・ 部 屋 の性 能 （ 仕 上 情 報 ） を整 備 。展 開 面 別 に壁 の仕 上

情 報 を入 力 されているため、壁 の仕 上 情 報 は壁 A・ B・

C・ D のパラメータを追 加 して整 備  

・ 名 称 、床 高 さ情 報 は部 屋 タグにて詳 細 図 に明 記  

床  
・ 床 同 士 の干 渉 回 避 、集 計 の重 複 回 避 を目 的 として、躯

体 ・ 中 空 層 、仕 上 げの厚 みを含 む複 合 床 として整 備  

壁  

・ 材 質 （ 下 地 含 む） と厚 みを示 すタイプ名称 として整 備  

・ 躯 体 壁 は大 きくプラン変 更 が起 こらないのに対 して、住

戸 側 の内 壁 は細 かな調 整 が起 こることを想 定 して、躯 体

壁 と内 壁 部 分 （ 断 熱 や仕 上 げ） は壁 モデルを分 けて作

成  

柱  
・ 柱 （ 構 造 柱 ） はふかしの表 現 がある集 合 住 宅 テンプレー

トのファミリを活 用  

バルコニー ・ 床 、手 すり、隔 壁 等 の各 ファミリをグループ化  

屋 根  
・ 屋 根 同 士 の干 渉 回 避 、集 計 の重 複 回 避 を目 的 として、

躯 体 ・ 中 空 層 、仕 上 げの厚 みを含 む複 合 屋 根 として整 備  

巾 木  ・ 展 開 図 に注 釈 線 分 等 ２ Ⅾ追 記 して記 載  

天 井  
・ 構 造 、仕 上 げ厚 みを含 む複 合 天 井 モデルとして整 備  

・ タイプ名 は仕 様 ＋ 厚 みを記 載 して整 備  

ドア・ 窓  

（ 建 具 系 ）  

・ 展 開 図 の程 度 とし、サイズ・ 形 状 ・ 姿 が分 かるモデルとし

て整 備  

・ 建 具 種 別 と番 号 情 報 を整 備 。集 計 表 にて数 量 算 出 でき

るように整 備  

エレベーター 
・ 一 般 図 で表 現 される３ Ⅾモデルを配 置 し、詳 細 図 は２ Ⅾ

にて対 応  

 

(2) タグと注 釈 の活 用 （ 例 ： 平 面 詳 細 図 等 ）  

属 性 情 報 によるタグを活 用 し、複 数 の図 面 に現 れる情 報 が連 動 し、図 面 間

の不 整 合 削 減 を図 っています。記 載 する内 容 が多 いモデルについては、注

釈 による文 字 注 記 も併 用 しています。 
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(3) 部 屋 タグの活 用 （ 例 ： 仕 上 表 等 ）  

集 計 表 は壁 、床 、天 井 等 、それぞれのモデル情 報 を別 々に拾 ってくるので

はなく、「 部 屋 」 のパラメータに情 報 をまとめて入 力 しています。また、都 営 住

宅 設 計 の標 準 図 は、内 部 仕 上 表 で壁 仕 上 げを明 記 、展 開 図 で位 置 を確 認

する仕 様 としているため、「 部 屋 」 に各 内 壁 の属 性 情 報 を追 加 して、仕 上 表へ

表 示 されるようにしています。 

展 開 面 については、一 般 注 釈 タグを使 用 して集 計 表 と壁 の仕 様 が分 かるよ

うにしています。 

 
図  ３ -4 各 部 屋 の仕 上 表 に連 動 する仕 組 み 

 

(4) 一 般 注 釈 タグを使 用 した仕 上 凡 例 （ 例 ： 展 開 図 、天 井 伏 図 、外 部 仕 上 表 ）  

展 開 図 の仕 上 凡 例 や天 井 伏 図 の仕 上 凡 例 は、「 一 般 注 釈 タグ」 のパラメ

ータに仕 上 番 号 や材 料 名 を入 力 することで、仕 上 凡 例 図 に連 動 して記 載 す

ることができます。一 般 注 釈 タグを削 除 すれば、連 動 した番 号 の仕 上 げは凡

例 図 から削 除 されるため、齟 齬 削 減 につながります。 

 
図  ３ -5 仕 上 番 号 と材 料 名 の属 性 情 報 を用 意 した一 般 注 釈 タグ 

部 屋 タグに仕 上 げ等 の属 性 情 報 を用 意  

情 報 を入 力 することで集 計 表 へ連 動 する 
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３－６ 標準ＢＩＭモデルの解説（構造モデル） 
 

複 数 の図 面 間 の部 材 符 号 など不 整 合 削 減 を意 図 し、構 造 柱 、構 造 フレー

ム、壁 、基 礎 、大 梁 、小 梁 等 について部 材 符 号 及 び躯 体 寸 法 が確 認 できるよう

に構 造 モデルを整 備 しています。 

 

構 造 モデルの主 要 なオブジェクトの作 成 方 法 は、以 下 の通 りです。 

 

表  ３ -4 構 造 モデル 作 成 方 法  

オブジェクト 作 成 方 法  

柱 、大 梁 、 

小 梁  

・ 符 号 別 にタイプ分 け 

・ タイプ名 は部 材 符 号 ＋ 階 名 称 を記 載 して整 備  

・ 符 号 名 はタグ付 けにて図 面 に明 記  

壁  
・ タイプ名 は部 材 符 号 にて整 備  

・ 符 号 名 はタグ付 けにて図 面 に明 記  

基 礎  

杭  

・ タイプ名 、符 号 名 は壁 と同 上  

・ ベースは場 所 打 ちコンクリート杭 工 法 の図 面 を整 備 し、既 製

コンクリート杭 、先 端 翼 付 き回 転 貫 入 鋼 管 杭 はファミリとして

整 備  

その他  
・ フカシは２ Ⅾ注 釈 における“領 域 ”にて記 載  

・ スリットは２ Ⅾ注 釈 記 号 にて明 記  
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３－７ 標準ＢＩＭモデルの解説（設備モデル） 

  

設 備 モデルの主 要 なオブジェクト整 備 は、以 下 の通 りです。 

 

表  ３ -5 設 備 モデル(機 械 設 備 ) 作 成 方 法  

オブジェクト 作 成 方 法  

機 械 設 備  ・ 天 井 扇 、換 気 扇 （ 浴 室 用 、台 所 用 ） を３ Ⅾモデルで整 備   
衛 生 設 備  ・ ガス湯 沸 器 を３ Ⅾモデルで整 備  

衛 生 器 具  
・ 給 水 ・ 給 湯 ヘッダー、ガスメーター、給 湯 器 コントローラー用

裏 ボックス、水 栓 類 を３ Ⅾモデルで整 備  

ス プ リ ン ク ラ

（ 消 火 系 ）  
・ 消 火 器 、放 水 口 格 納 箱 を３ Ⅾモデルで整 備  

制 気 口  

・ 吹 出 口 、吸 込 口 、換 気 口 、ベントキャップ、シャッターを３ Ⅾ

モデルで整 備  

・ 給 気 ・ 排 気 などの役 割 を「 システム分 類 」 パラメータにより系

統 情 報 として整 備  

ダクト 

・ 丸 型 ダクト、ダクト継 手 、付 属 品 、スリーブ、ダクト断 熱 材 等 を

３ Ⅾモデルで整 備  

・ 給 気 ・ 排 気 などの役 割 を「 システム分 類 」 パラメータにより系

統 情 報 として整 備  

・ 平 面 図 では、ダクトサイズが分 かるようにダブルラインで表 現  

配 管  

・ 供 給 、排 水 、可 とう性 樹 脂 管 を３ Ⅾモデルで整 備  

・ 給 水 、排 水 、都 市 ガス等 「 システム分 類 」 のパラメータにて系

統 情 報 を持 たせて整 備  

・ 平 面 図 では管 径 が分 かるようにダブルラインで表 現  

 

 

表  ３ -6 設 備 モデル(電 気 設 備 ) 作 成 方 法  

オブジェクト 作 成 方 法  

電 気 設 備  

・ 分 電 盤 （ 住 宅 用 、共 用 ） 、引 込 開 閉 器 盤 、避 雷 針 、太 陽 光

発 電 装 置 を３ Ⅾモデルで整 備  

・ 避 雷 針 （ 突 針 ） は平 面 では記 号 （ シンボル） 表 示 するように

整 備 し、立 面 図 で形 状 が分 かるように整 備  

電 気 器 具  

・ コンセント、ボックス類 を３ Ｄ モデルで整 備  

・ 配 線 図 では記 号 （ シンボル） 表 示 し、展 開 図 では付 帯 番 号

等 をタグ付 けにて明 記  
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照 明 器 具  

・ LED 一 般 照 明 （ 住 宅 用 、共 用 ） 、非 常 照 明 を３ Ｄ モデルで

整 備  

・ 配 線 図 では記 号 （ シンボル） 表 示 するように整 備  

照 明 装 置  

・ スイッチ類 、自 動 点 滅 器 を３ Ｄ モデルで整 備  

・ 配 線 図 では記 号 （ シンボル） で表 示 するように整 備 し、展 開

図 では回 路 種 別 等 をタグ付 けにて明 記  

通 信 装 置  

・ 情 報 用 コンセント、電 話 用 アウトレット、アンテナを３ Ｄ モデル

で整 備  

・ 配 線 図 では記 号 （ シンボル） で表 示 するように整 備  

火 災 報 知 設

備  

・ インターホン、感 知 器 、受 信 機 、発 信 機 、表 示 灯 、警 報 ベル

等 を３ Ｄ モデルで整 備  

・ 配 線 図 では記 号 （ シンボル） 表 示 するように整 備  

ケーブルラック ・ 強 電 ・ 弱 電 共 用 を３ Ｄ モデルで整 備  

配 線  詳 細 線 分 による２ Ｄ 加 筆 で対 応 している。 
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